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1. 菊井 R・4 月自然観察会                          ・平成 22 年 4 月 11 日(日) 
1.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 11 日(日) 9：30～12：00 

参加人数 参加総数 9 名  

 一般参加者 7 名  

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 菊井氏 (日本野鳥の会、河川レンジャー） 

スケジュール 9:58 阪神橋梁上流側より観察開始 

 10:00 参加者集合 

 10:38 淀川大橋下流にて水鳥観察 

 11:10 JR 東海道線上流側よりチョウゲンボウ観察 

 11:10 チョウゲンボウ遠影 

 11:19 閉会時集合写真。途中解散の参加者は含まれない。 

実施場所 
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1.2 事前活動  

各種資料 「幸せの青い鳥 作品展と講演会」告知 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

9;30 一般参加者 8名と開始。海老江再生干潟で 3名と合流。. 

当日は野鳥の会大阪支都とゴミンゴ(清掃 G の名称)の清掃活動を兼ねた探鳥

会が開催された。中には知り合いもいた。 

カワウ、ヒドリガモ、ホシハジロ、スズガモ、キンクロハジロ、オナガガモ、

マガモ、ハマシギ、シロチドリ、コチドリ、 

ヒバリ、ユリカモメ、ウミネコ、カモメ、セグロカモメ、ハシボソガラス、

ハシブトガラス、イソシギ、ツバメ、 

スズメ、ムクドリ、ハクセキレイ、ツグミ、キジバト、ヒヨドリ、カンムリ

カイツブリ、ダイサギ、コサギ、 

オオセグロカモメ、オオソリハシシギ、アオサギなどを観察。コアジサシを

今年初観察。 

その後上流を目指す。JR神戸線鉄橋下の河川敷にはチョウゲンボウ目当ての

カメラマンが 3名。 

そのなかには知り合いもいて情報交換。6月 27 目の淀川図書館での展示会へ

の出展を要請した。 

チョウゲンボウの交尾も観察できて参加者たちはよかったと語っていた。 

その後参加者の自己紹介の後、5 月の観察会での再会を約して解散。観察 33

種。 

  ・淀川資料館「カワセミ展」のチラシを配布した。 

 

1.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:38 淀川大橋下流にて水鳥観察  
11:10 JR 東海道線上流側よりチョウゲンボ

ウ観察 

 

1.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  
  

 ユリカモメの集団飛翔がきれいでしだ。 

頭の黒いのと白いのがいて別の種類のようだったユリカモメ、コアジサシ、カモメ、

ウミネコ、セグロカモメとオオセグロカモメがいてカモメ類の識別の要点を解説して

くれたレンジャーに感心させられました。 

  チョウゲンボウは短時間に 2回も交尾してびっくり。 

レンジャーからいただいたカワセミ展のパンフレット。こんな写真を自分も撮影でき

たらと思う。  

今後の課題  

  

天候に心配させられたけれど回復して開催できた。 

参加者に初心者が増えてきています。  
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2. 菊井 R・5 月自然観察会                          ・平成 22 年 5 月 9 日(日) 
2.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー自然観察会 

担  当 福島管内 河川レンジャー 菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 9 日（日） 9:30～12:00 

参加人数 参加総数 6 名  

 一般参加者 4 名

 河川レンジャー 

運営事務局 

1 名

1 名

 

菊井 R 

 

スケジュール 9:30 阪神淀川駅集合 参加者受付 活動の説明 

 9:35 

9:40 

河川敷へ向けて出発 

河川敷到着 レンジャーの指導･解説による野鳥観察開始  

   サギ類、カモ類等の確認 

   上流側へ移動しながら野草・野鳥の観察 

 10:15 干潟での観察 多くのシギ類を確認 

 11:05 ＪＲ橋梁付近にてチョウゲンボウ確認 

   ノウルシ(絶滅危惧種)の群落、ミサゴの観察 

 11:30 近できた新しい干潟の見学 

 11:50 

  

12:00 

鳥合わせ この日は 36 種類の野鳥を確認できた 

来月の観察会、写真展示会の告知 

挨拶の後、終了 現地解散 

実施場所 
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2.2 事前活動  

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

9:30 

 一般参加者 6 名と開始。海老江再生干潟で 5 名と合流。 

当日は野鳥の会大阪支部と泉北野鳥の会の探鳥会が開催された。 

 その後上流を目指す。自宅が堺市なので泉北野鳥の会と行動を共にす

るといった参加者と大阪支部と行動を共にした参加者はここで別れた。 

 JR 神戸線鉄橋下の河川敷にはチョウゲンボウ目当てのカメラマンが 3

名。そのなかには知り合いもいて情報交換、6 月 27 日の淀川図書館での

展示会への出展を要請した。 

 チョウゲンボウは雄が巣入りしているようで雄が餌捕りに出向いて行

ったまま。 

 その後、大淀地区の土砂堆積場でケリ、足指の黒い小型のシラサギは

大きさから後で調べるとアマサギの若鳥でした。 

 大淀地区では壊れかけた木橋付近で立ち入り禁止のロープを越えて水

生生物を採取している数組の親子連れを目撃、怪我をしないよう注意を

促した。連れの父親は子どもの頃からここで水生生物に輿味を持って育

ったので、木の橋はこのまま放置しておかないで改修されることを望ま

れていました、 

 大淀地区で烏合わせの後解散。カラス 2 種を含めてスズメと共に合計

40 種を観察。 

2.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
海老江地区での野鳥観察。他にも多くの団体が

野鳥観察に来ていた。 
 鳥合わせ(出現種確認) 

 

 

2.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 

 ハマシギの集団飛翔がきれいでした。 

 多くのシギやチドリに出会えて幸せです。 

 この時期はもっと干潟でじっくりと観察したほうがよかったのでは。 

 レンジャーからいただいたカワセミ展のパンフレット。こんな写真を自分も撮影で

きたらと思う。 

今後の課題 この時期ならではの渡り鳥の到来、見続けて行きたい。  
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3. 菊井 R・6 月自然観察会                          ・平成 22 年 6 月 20 日(日) 
3.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー自然観察会 

担  当 福島管内 河川レンジャー 菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 20 日（日） 9:30～11:40 

参加人数 参加総数 6 名  

 一般参加者 4 名

 河川レンジャー 

運営事務局 

1 名

1 名

 

菊井 R 

 

スケジュール 9:30 阪神淀川駅集合 

 9:35 

  

河川敷へ向けて出発 

堤内地よりヒヨドリの観察  

   福島出張所前より河川敷へ 

   上流側へ移動しながら野草・野鳥の観察 

   レンジャー、参加者より野鳥の話 さらに上流へ 

 10:50 ＪＲ橋梁付近にて野鳥(種類不明)の巣発見 

   しばらくとどまって観察 

 11:40 現地にて解散 

実施場所 
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3.2 事前活動  

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

9:30 

 一般参加者 3名と開始。海老江再生干潟で 1名と合流。 

海老江再生干潟ではオオヨシキリ、コチドリ、マガモ、オナガガモ、カ

ワウ、ダイサギ、コサギ、アオサギなどが観察できた。特にこれと言っ

た珍しい種は見当たりません。 

 高水敷ではアレチハナガサが咲き始めていて蝶が舞っています。 

モンキチョウ、モンシロチョウ、ツマグロキチョウなどでした。 

魚釣りの餌にカニを採取している人と遭遇。アシハラガニをバケツに入

れていた。チヌなどが釣れると言っていました。 

 JR 神戸線鉄橋下の河川敷にはチョウゲンボウ目当てのカメラマンが 3

名。 

  チョウゲンボウは雛が孵化しているようで、そろそろ雄の餌取りが忙

しくなりそうです。 

 7 月の観察会と、幸せの青い烏カワセミ作品展示会を楽しみにして解散。

 

3.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 野鳥の観察とレンジャーによる説明  観察種 ベニバナセンブリ 

 

3.4 意見・課題  

参加者からの意見 
植物や蝶にも出会えてよかったと思います。 

チョウゲンボウの子育てをもっと見たかった。  

今後の課題 
渡りは一段落してシギやチドリの賑わいはなくなっていた。 

雨の予報でしたが、開催して良かった。  
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4. 菊井 R・青い鳥展示会                              ・平成 22 年 6 月 27 日(日) 
4.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 幸せの青い鳥 作品展示会と講演会 

担  当 福島管内 河川レンジャー 菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 27 日（日） 10:00～11:40 

参加人数 参加総数 35 名  

 一般参加者 32 名

 河川レンジャー 

淀川図書館館長 

運営事務局 

1 名

1 名

1 名

 

菊井 R 

 

スケジュール 10:00 写真展示（10:00 から 15:00） 

   9:35 

  

レンジャー、地域の方が撮影した「カワセミ」の写真展示と図書 

図書館にある野鳥に関する図書の紹介 

 12:50 自己紹介、河川レンジャーについて自身の活動紹介、野鳥について

   の話 

 13:00 スライドを用いて、カワセミについての話、撮影した場所、季節 

   撮影した地域などの紹介をしながら、カワセミの生態について解説

 13:30 参加者の Q&A 

 14:10 閉会                            

実施場所 
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4.2 事前活動  

 各種資料 
●レンジャーNews 

●CD（菊井 Rの撮影した写真とカルタ） 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

前日に作品展示 作品提供者 10 名 作品数 30 

AM1O：OO 開展 

 5 名が講演会前に来場 じっくりと話をすることができた 

PM1:OO 講演会 

 作品を 1点づつ解説 

 餌でカワセミを呼んでいます 一部の都市公園で餌付けが行われています

 
4.3 活動状況  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 写真展示（アップ）  レンジャーによる野鳥の生態について説明 

 

4.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 
 

講演の後で質疑応答。 

 この近くでカワセミがよく現れる場所は水路のあたり 

 カワセミの大きさは 17Cm オオヨシキリくらいスズメより大きい 

 カワセミを自宅に呼びたいのですがどうすればできますか 

 →秋に魚を途絶えさせず泳がせておけばやって来るようになるかも 

 庭が狭いのですが呼べますか屋上があります 

 他の烏についてももっと知りたい 

 ツバメの塒にも行って見たい 

今後の課題 

 

会場の規模などから 30 名の参加者の数はほぼ満足と思っています。前回は 15 名 

準備に 3ヶ月かかり、30人に声をかけ、 終的には 10 人、30 点の作品でした。  
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5. 菊井 R・7 月自然観察会                          ・平成 22 年 7 月 11 日(日) 
5.1 実施状況  

＜テーマ：＞自然観察会 

テ ー マ 自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年７月 11 日(日)  

参加人数 参加総数 31 名  

 
応募参加者 28 名

地域のボースカウトの卵（ビーバー

スカウト）引率者共 

 河川レンジャー 1 名 菊井レンジャー 

 協力スタッフ 1 名  

 出張所 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:30 参加者集合（阪神淀川駅） 

 9:40 淀川堤防到着 

 9:41 鳥の観察 

 
10:10 

地域のボーイスカウトの卵（ビーバースカウト）への淀川の鳥等

のお話 

 10:15 川辺でのカニ取りのお遊び 

 10:40 お話終了 

 11:00 豪雨のため中止 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （場所）大阪市福島区海老江（淀川河川敷） 

 

 

淀川 

海老江干潟 
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5.2 事前活動  

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

9:10 

 下見のため海老江干潟ヘボーイスカウトと出会う。 

 クロベンケイガニを捕らえていたら家で飼いたいとポーイスカウトからせ

がませてショッピングバツグに入れて差し上げた。 

9:30 淀川駅で参加者 3 名 記録員と合流し海老江干潟へ 途中ボーイスカ

ウト連盟の高田隊長と出会い、少し協力をと言われ 30 分後からと約束。オオ

ヨシキリ、セツカ、カルガモ、サギ類を観察した後、ビーバースカウトを集

め鳥や植物の話をしようとしたのですが、幼稚園児がほとんどなので話が伝

わらない。なので水辺で動物採取。シジミや石をひっくり返し下のカニを捕

まえたり子ガニや貝類を水を張ったペットボトルに入れのぞくとカニの泳ぐ

姿が可愛らしく観察できた。 

 雨脚が強くなりテントに避難。9 月以降の第 2 日曜日なら何時でも観察会

をしているのでと参加をお顧いしたり、カブスカウトが調理してくれたお好

み焼きをご馳走になったりして、5 名でいったん阪神高速神戸線の橋梁下へ

そこへ 7 名のボーイスカウトが僕たちにもカニの採取方法を教えて欲しいと

追いかけてきたので、小さな水辺の石の返し方や、フジツボやカキガラで指

を傷めることがないようにと指導し、再会を約束して雨が降り止まないので

解散となった、 

 

5.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 海老江干潟での野鳥の説明  
地域のボーイスカウトの卵（ビーバースカ

ウト）への淀川の鳥のお話風景 

5.4 意見・課題  

参加者からの意見  雨天でも小さな子供たちと出会え、参加してよかったカニが泳ぐ姿、可愛かつた。

今後の課題 

 

他団体との交流 もっと拡大したい 

幼稚園くらいの子供たちとの会話、難しさを痛感 
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6. 菊井 R・ツバメの集団ねぐら                     ・平成 22 年 8 月 8 日(日) 
6.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ ツバメの集団塒観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 8 日（日） 17：00～19：30  

参加人数 参加総数 13 名  

 一般参加者 10 名

 河川レンジャー 1 名

 運営スタッフ 1 名

 運営事務局 1 名

うち子どもさん 3 名 

菊井レンジャー 

 

 

スケジュール 17:00 京阪観月橋駅集合・観察場所へ出発 

 17:30 ツバメの塒入り観察場所到着 

 17:35 菊井レンジャ－による野鳥の説明 

 18:50 ツバメの塒入りの観察 

 19:20 終了・解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6.2 事前活動  

各種資料  特になし 

関係機関からの支援内容 特になし  

レンジャーの活動内容 

 Pm5:00 少し前に観月橋駅に到着。改札で集合、写真を写して向島

を目指す。 

 堤防を歩きながら、ハチ高原のアキアカネの話や孵化して約百日で

越冬地に旅発つツバメのことなどを話して目的の場所へ。 

 積乱雲がバラけて薄い雲がかかっていて雷雨の心配はなさそう。 

 過去 2 年は雷鳴と降雨に遇っているが今日はようやく本来の観察が

できそう。 

 ツバメの集結までの時間は自作した淀川の野鳥ポスターを使い野鳥

の話をしたり、水を張った水田にコオバシギとタカプシギ、ケリ、イ

ソシギを観察。 

 日本野鳥の会京都支部のメンバーとも交流できた。 

 タ日が山陰に沈み Pm6:45 頃からツバメが到着し始めた。夕焼け空

を上昇する群れや、水を張った水田の上を飛びかう群れもあれぱ、猛

スビードで急降下してくる群れも現れ乱舞となってきた。 

 やがてチュピチュピと鳴き合いながら、葦の葉先すれすれに旋回を

はじめ相当数が葦に止まり始めた様子。Pm7:20 観察を終了、挨拶の

後解散。 
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6.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 菊井レンジャ－による野鳥の説明  ツバメの塒入りの観察 

    

 

6.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

雄大なツバメの航空ショー、楽しみにしていた光景が見えてよかった。 

大阪でもこんな光景が見たい。 

  

今後の課題 

  

好天に恵まれて参加者の印象に残る観察会となりました。 
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7. 菊井 R・9 月自然観察会                          ・平成 22 年 9 月 12 日(日) 
7.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 12 日（日）9：30～11：30 

参加人数 参加総数 17 名  

 一般参加者 15 名 宝塚野鳥の会 10 名を含む 

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 菊井氏 (河川レンジャー） 

スケジュール 9:28 阪神淀川駅集合 

 9:47 宝塚野鳥の会と合流し情報交換 

 9:51 観察地のようす 

 9:46 オバシギの観察 

 10:42 レンジャーによる干潟の鳥の説明 

 11:04 ダキバアレチハナガサの観察 

 10:51 ショウリョウバッタの観察 

 11:16 本日の鳥合わせと散会 

実施場所 
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7.2 事前活動  

各種資料 
暑中お見舞い(レンジャー作成) 

オバシギほか観察報告(レンジャー作成) 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容  

9:10 

阪神淀川駅改札で宝塚野鳥の会と合流し、後、野鳥の会大阪支部副支部長

橋本氏とも合流して、福島下水処理場の取水口へ、オバシギ、コオバシギ、

ダイサギ、コサギ、アオサギ、キアシシギ、ホオジロ、イソシギ、セッカ、

オオヨシキリ、カワウ、ミサゴなど観察。 

 渡り鳥の繁殖地と越冬地、渡りルートによる観察種の違いなどを久下氏た

ちと解説。 

 下見で観察できたメダイチドリ、ソリハシシギ、アオアシシギ、ダイゼン

などは見あたらなかった。 

 海老江再生干潟周辺で、センニンソウ、ショウリョウバッタ、トノサマバ

ッタなどバッタ類を観察。 

 干潟は満潮で出現せず。鳥合わせ(17 種)のあと、解散。 

観察結果 

植物：ダキバアレチハナガサ、センニンソウ、クズ、ツルマメ、センダン 

 

鳥類：ミサゴ、セッカ、カワウ、オバシギ、コオバシギ、アオサギ、コサギ、

ダイサギ、キアシシギ、スズメ、ホオジロ、ササゴイ、ハクセキレイ、ムク

ドリ、オオヨシキリ、カワラヒワ、キジバト 

 

 

7.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:51 福島下水処理場の取水口観察地の

ようす 
 9:46 オバシギの観察 

 

 

7.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

コオバシギとオバシギ、どちらも同じに見えた。 

秋の渡り鳥の一部を観察できた。 

もっと多くの渡り鳥と出会えると思っていたけれど、干潟が水面下で残念でした。 

菊井、杉田、久下、橋本さんなどが、この時期の野鳥の話をしてくれて参考になった。

再生干潟ができて訪れる野鳥が増えた話に感動。 

  

 今後の課題 

  

猛暑日が続く中、参加いただいた方々の熱心さにお礼をしたいと思う。 

干潟が出現する時間帯と観察会の時間帯を合わせる事も一考しなければと思った。 
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8. 菊井 R・10 月自然観察会                        ・平成 22 年 10 月 10 日(日) 
8.1 実施状況  

＜テーマ：＞自然観察会 

テ ー マ 自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 10 日(日) 

参加人数 参加総数 8 名  

 応募参加者 5 名  

 河川レンジャー 2 名 菊井・池宮各レンジャー 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:30 阪神淀川駅集合・菊井レンジャー挨拶 

 9:40 満潮時と重なり阪神電鉄鉄橋下流高水敷きの野草観察をおこなう

 10:10 NPO 法人「ゴミンゴ」との接触 

 10:20 海老江干潟に到着（野鳥の説明） 

  野鳥観察 

 11:30 菊井レンジャー挨拶・鳥合わせ 

 11:35 解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・淀川左岸海老江干潟付近 

 

 

 

 

8.2 事前活動  

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

9:OO 頃から海老江千潟を下見。 

9:30 阪神電鉄淀川駅改札で待ち合わせ。 

小潮から大潮への期間。思ったよりも潮が高く、取水口へと向い干潟が現れ

るのを待つ。途中の道すがら、ルコウソウ、ツユクサ、イタドリ、花穂をつ

けたヨシなどを観察。取水口周辺ではウミネコ、カワウ、ダイサギ、アオサ

ギ、コサギ、イソシギ、ハクセキレイなどを観察。 

海老江再生干潟に向かう途中トノサマバッタ、チキチキバッタ、ギンヤンマ、

セッカ、ヒバリなどを観察。 

11:15 になっても干潟は現れず。 

オナガガモ、スズガモの到来を確認し鳥合せの後解散。  

 下見のモズ、シロチドリを加えても 14 種と少なかった。  

海老江干潟 
新淀川 
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8.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 ・野草説明  ・野鳥の観察 

 

 

8.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

季節が遅れているのでしょうか渡り鳥を期待していたのですが、、、、、 

植物、昆虫などにも眼を向けて見たい。 

1O 日位前にはホウロクシギ、今回もと期待して来ました。 

  

今後の課題 

  

3 日前の下見ではノビタキ、イワツバメ、ハマシギなどが観察できたのに 

今回は種類、数量ともに低調でした。 

干潮時刻が 13 時なのに思っていたよりも潮が引かず千潟が現れなかった。 

 



 

 

17 

 

9. 菊井 R・11 月自然観察会                     ・平成 22 年 11 月 14 日(日) 
9.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 14 日(日)9：30～12：00 

参加人数 参加総数 13 名  

 一般参加者 10 名 大人 9 名、子ども 1 名 

 河川レンジャー 1 名  

 講師 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 杉田 福松氏 (野鳥の会) 

 菊井 睦夫氏 (河川レンジャー、野鳥の会) 

スケジュール 9:32 阪神淀川駅で参加者の集合 

 9:53 海老江干潟にて観察の開始 

 10:06 講師から水鳥の生態について説明 

 10:10 レンジャーから今の時期の鳥の出現状況について説明 

 10:50 観察のようす 

 11:01 ほかの活動者へ活動参加の呼びかけ 

 11:33 本日の鳥合わせ(出現種の確認)の後閉会 

実施場所 

海老江干潟 
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9.2 事前活動  
各種資料 活動案内はがき(レンジャー作成) 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

9:00 頃から海老江干潟を下見。 

9:30 阪神電鉄淀川駅改札で待ち合わせ。 

下見ではハマシギの群を観察。カモ類が多く見られた。   

ヒドリガモ、オナガガモ、コガモ、キンクロハジロ、スズガモ、マガモ、

カルガモ、ハシビロガモ、ハマシギ、イソシギ、ジョウビタキ、カワウ、

ヒバリ、セツカ、カンムリカイツブリ、アオサギ、ダイサギ、コサギ、

オオバン、シロチドリ、ムクドリ、カラス 2 種、ユリカモメ、セグロカ

モメ、ウミネコ、キジバトなどを観察。 

チュウシャクシギらしいシギも飛翔。この時期では異例。   

海老江再生干潟の下流側から上流部まで移動し、烏合せの後、解散。 

 

 

9.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:06 講師から水鳥の生態について説

明 
 

11:33 本日の鳥合わせ(出現種の確認)の後

閉会 

    

9.4 意見・課題  

参加者からの意見 

・西宮市から 4 歳の子供と河川事務所の HP を見て参加。講師の望遠鏡で

くっりと見えた野鳥に感激。子供はレンジャーからオオオナモミなどのく

っつく植物を教えられ、大いに関心を持ったようです。   

・参加者との Q&A 

Q 春にはもっと潮位が下がり見えていた砂浜が見られなくなった、どう

してですか。 

A 秋から冬には昼間より夜間のほうが大きく引きます。 

Q ハシビロガモは服部緑地の池には数多くいますが、淀川では少ない、

どうしてですか。 

A ハシピロガモは汚れた水面のプランクトンが餌、汚れの少ない流れの

ある場所では餌があまり取れません。旅の途中で立ち寄ったようです。

今後の課題 

・カモ類をじっくりと観察できたげれど、ハマシギの群翔があまり観察で

きなかった。 

・友人の杉田さんが望遠鏡持参で応援に来てくれて楽しく解説してくれた。
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10. 菊井 R・12 月自然観察会                         ・平成 22 年 12 月 12 日(日) 
10.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 12 月 12 日(日)9：30～12：00 

参加人数 参加総数 7 名  

 一般参加者 5 名 大人 5 名 

 河川レンジャー 1 名 菊井 R 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:39 阪神淀川駅での集合のようす 

 9:46 海老江干潟の全景 

 10:42 水際での観察のようす 

 10:56 参加者が植物の採取、事後同定 

 11:10 鳥合わせ(出現種の確認)ののち散会 

実施場所 

海老江干潟 

 

 

10.2 事前活動  
各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

 9:OO 頃から海老江干潟を下見。ユリカモメに餌を与える女性を目撃。

 9:30 阪神電鉄淀川駅改札で待ち合わせ。神崎川、糸田川浄化実行委

員会の横田政道さんも参加。水面に浮かぶホシハジロなどカモ類を観察

のため取水口へ、海老江再生干潟への途中、ジョウビタキに出会う。 

 カモ類、イソシギ、ハマシギなどを観察の後に、上流部へ移動、ユリ

カモメ、カンムリカイツブリ、サギ類を観察。  

 11:30 鳥合わせの途中チョウゲンボウが出現。河川事務所のアンテナ

塔から飛び立ち我々のすぐそばで昆虫を狩り、もう一羽に渡し、アンテ

ナ塔に戻った。アンテナ塔はチョウゲンボウにとって狩の見張り場所と

食卓のようです。 



 

 

20 

 

10.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 10:42 水際での観察のようす  鳥合わせ(出現種の確認) 

 

 

 

10.4 意見・課題  

参加者からの意見 

・参加者から浄化活動の紹介があった。日程が合えば合流したい。 

・菊井 R からユリカモメの尾羽で年齢が分かるのを教えてもらった。 

・参加者との Q&A 

Q、尾の黒いカモメ類はウミネコって本当ですか。 

A、成鳥になっても尾羽に白の縁取りを持つ黒い四負形があるのがウミ

ネコ。 

ユリカモメは若いほど尾羽の先端が濃い黒色、段々薄くなり 4 年目に

は純白になります。なお、ウミネコの英名は黒尾鴎の意。 

Q、ハヤブサと似ているチョウゲンボウ、どうやって見分けているので

すか。 

A、ハヤブサは 42Cm 以上、チョウゲンボウは 35Cm とやや小さく、ハヤ

ブサよりも尾が長く見えます。眼の下の模様も大きく身体つきががっ

しりとしているのがハヤブサです。 

今後の課題 

 好天で暖かく、風もほとんど無くて観察もし易い目でした。 

後に河川事務所の施設に見たチョウゲンボウ、今後を見守りたい。 

 22 年間の観察で 165 種、留鳥 39 種、冬鳥 43 種、再生干潟工事中から

新たに観察されたのが 43 種。 

 冬のお薦めは猛禽類「ハヤブサ、チョウゲンボウ、ミサゴ、チュウヒ、

ハイイロチュウヒ、コミミズク」などとハマシギの群翔。 

 防寒対策は万全に、黄色やオレンジ色は身に着けないようにしてくださ

い。小さな虫が寄って来て視界を妨げます。 
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11. 菊井 R・神津小出張授業                          ・平成 22 年 12 月 15 日(水) 
11.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 小学校へ出張授業 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 12 月 15 日(水)10：30～12：00 

参加人数 参加総数 79 名  

 
児童参加者 77 名

教師 3 名、児童 72 名、学校長、教

頭 

 河川レンジャー 1 名 菊井 R 

 運営事務局 1 名  

講  師 菊井氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 10:50 小学校講堂にて機材準備 

 10:53 児童の入場 

 10:56 校長による授業のねらい 

 11:32 レンジャーによる講義のようす 

 11:39 次回フィールド授業の注意点 

実施場所 

大阪市立神津小学校 

 

 
 

 

 

11.2 事前活動  
各種資料 淀川野鳥カルタ(画像) 

関係機関からの 

支援内容 

特になし 

レンジャーの活動内容 

学校長から紹介された後、淀川に来た野鳥を紹介。 

22 年聞の観察で 165 種、冬に見た野鳥を紹介。 

淀川野鳥カルタ 48 種を詠みながら声をそろえて斉唱してもらった。 

次週の観察会での注意事項や服装について特に黄色やオレンジ色を身につ

けないよう注意した。 
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11.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:56 学校長による活動のねらい。観

察種 165 種。主に冬鳥を紹介。 
 

11:32 レンジャーによる講義のようす。子ど

も野鳥カルタ 48 種の読み上げ。 

 

 

11.4 意見・課題  
参加者からの意見 特になし 

今後の課題 
次週の観察会での注意事項や服装について特に黄色やオレンジ色を身につ

けないよう注意した。 
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12. 菊井 R・神津小冬の野外観察                     ・平成 22 年 12 月 22 日(水) 
12.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー出前授業 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 12 月 22 日(水)10：30～12：30 

参加人数 参加総数 78 名  

 一般参加者 76 名 教師 3 名、児童 72 名、教頭 1 名 

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 菊井氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 10:37 レンジャーによる双眼鏡使用法の指導 

 11:14 十三干潟に到着し観察の開始 

 11:18 スコープによる観察のようす 

 11:31 十三切り下げ水路のカモ類 

 11:33 切り下げ水路でのレンジャーの説明 

 11:51 干潟の生きものの説明 

 12:26 閉会時児童からのお礼 

実施場所 

神津小学校～十三干潟 

 

 
 

 
12.2 事前活動  

各種資料 特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

10:40 神津小学校グラウンドで始業挨拶。注意点、石を投げない、双眼

鏡の扱い、ほこりを立てずに歩くなど。 

10:45 学校出発。 

11:05 観察場所十三干潟到着。カモ類やオオバンを観察。 

11:20 水路へ移動カモ類を観察。 

11:45 学校へと出発 

12:05 学校到着 挨拶の後解散。 
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12.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 11:14 十三干潟に到着し観察の開始  11:51 干潟の生きものの説明 

    

 

 

12.4 意見・課題  
参加者からの意見 特になし 

今後の課題 特になし 
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13. 菊井 R・1 月自然観察会                          ・平成 23 年 1 月 8 日(日) 
13.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー自然観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー菊井レンジャー 

開催日時 平成 23 年 1 月 8 日(日)9：30～12:00 

参加人数 参加総数 18 名  

 一般参加者 16 名 大人 10 名、大桐中生徒 6 名 

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:35 阪神淀川駅にて集合 

 9:43 海老江干潟にて観察開始 

 9:45 レンジャーと参加者の質疑応答 

 10:08 大桐中学校生徒の観察のようす 

 10:25 クリーン団体「ゴミンゴ」のスタッフ 

 10:40 レンジャーは所用により早退 

 11:34 河合先生による海老江干潟の変遷解説 

実施場所 海老江干潟 

 
 

 

 
13.2 事前活動  

各種資料 特になし 

関係機関からの 

支援内容 

特になし 

レンジャーの活動内容 

AM9:00 前より下見。出張所案内肴板に止まるイソヒョドリ、カモメユリ

カモメ、カモ類を見て、集合地点へ河合先生が 6 人の中学生を連れて現れ

参加、海老江再生干潟でも 2 名が参加、ヒドリガモ、ホシハジロ、スズガ

モ、キンクロハジロ、カルガモ、マガモ、オナガガモ、アオサギ、コサギ、

カワウ、ユリカモメ、セグロカモメ、カモメ、イソシギ、シロチドリ、ツ

グミなど確認後、干潟上流部へ移動中にはクイナ、ヒヨドリも観察、高水

敷にオオジュリン、ジョウビタキ、セッカ、ムクドリ、スズメ、など。 

河合先生からコハクチョウの飛来情報も披露された。 
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13.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 10:08 大桐中学校生徒の観察のようす  11:34 河合先生による海老江干潟の変遷解説

 

13.4 意見・課題  

参加者からの意見 

Q,昨年はもっとカモ類の数が多かったけど今年は少ないように思う。 

A,風向きや強さ、潮の高低などの状況によって集結する糧類や数に変化が

起こります。, 

Q,今年は山陰や北陸の積雪が多いので、珍しい野鳥と出会えるかもしれま

せんね。 

A,その影響でしょうかコハクチョウが 12 年ぶりに淀川に来ています。 

もっと他にも初観察の野鳥と出会えるかもしれませんね。 

今後の課題 特になし 
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14. 辻川 R・学生と進める淀川ＥＣＯ体験         ・平成 22 年 4 月 25 日(日 ) 
14.1 実施状況  

＜テーマ：＞ＥＣＯから学ぶ淀川環境保全 

テ ー マ 学生と進める地域支援事業 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 25 日(日)   9：30～12：15 

参加人数 参加総数 37 名  

 応募参加者 29 名  

 河川レンジャー 1 名 辻川レンジャー 

 協力スタッフ 3 名 わが町防災・リバーマスタークラブ

 報道関係者 3 名 淀川区役所 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:30 淀川区役所受付開始 

 8:50 淀川区役所６階会議室集合(スタッフ打ち合わせ) 

 10:05 辻川レジャー挨拶  

 
 

学生からの挨拶（エコクラブ・キャミン代表） 

神戸女学院・神戸松蔭女子大・関西大他 

 10:27 レンジャー養成講座の案内 

 10:30 淀川河川敷へ出発 

 10:45 十三干潟にて水質調査（パックテスト） 

 11:20 学生による結果の発表 

 11:40 清掃活動（十三干潟付近） 

 12:25 ゴミの収集・記念の集合写真撮影 

 12:30 辻川レジャーの終了の挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 （集合場所）淀川区役所６階会議室 

（活動場所）十三干潟 

 
 

 

淀川区役所 

十三干潟（水質調

査・清掃活動） 
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14.2 事前活動  

各種資料 

「淀川発見講座」告知 

「よど川発見伝」冊子 

水質調査資料 

河川レンジャーNews 

関係機関からの支援内容  特になし 

  10:00：大好き淀川！！＜ECO から自然＆環境を考える＞  

レンジャーの活動内容 10:55：淀川の水ってどんな水！！＜水質調査＞ 

  11:10：ごみなくそう De！！ごみゼロを目指して＜清掃活動＞ 

  (以上、当日レジュメより事務局が作成) 

 

14.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
 

 
 

 ・十三干潟に到着 パックテストの開始  ・学生達による清掃活動風景 

 

14.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

 

・私は今まで小学校や中学校で強制的にやらされていた清掃は退屈でめんどうくさい

ものでしたが、今日自ら足を運び仲間と一緒に淀川河川敷を清掃できて、とても良か

ったです。 

・人が川を汚してしまっているんだと改めて実感しました。 

・様々な年齢の方々との交流もできましたし、実際に清掃をして、川の汚さの現状を

知るとても良い機会になりました。 

・今回は単に川での清掃活動というだけでなく、淀川についての知識を得られたり、

また水質検査で水質を調べてみたりと、楽しんで行うことができました。 

・辻川様とめぐりあわせで、このようなすてきな活動をすることができ、本当にあり

がたく思います。 

・これからも機会がありましたら、積極的に河川レンジャーの方々とも関わりたい。

  

  

今後の課題 

  

  

  

・若者との交流までいかなかった。(おそらく年配者の意見) 

・ヨシが絡まっているところにたくさんのゴミが落ちていた。特に多かったものはペ

ットボトルであった。 

・今回の清掃活動は本当に良い経験になった。今まで以上に環境のことを考え、自分

ができることを一つ一つ確実にやっていきたい。 

・人として自覚しないといけないことに改めて気付いた。一人一人が「ゴミを捨てな

い」という自覚が必要なんだと思う。 
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15. 辻川 R・地域連携水質調査                       ・平成 22 年 5 月 23 日(日) 
15.1 実施状況  

＜テーマ：＞地域連携事業 

テ ー マ 地域連携事業（５月度） 

担  当 福島出張所管内 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 23 日（日） 9:00～12:00 

参加人数 参加総数 9 名  

 参加者 2 名  

 河川レンジャー 1 名  

 淀川リバーマスター倶楽部 

事務局（淀川区役所） 

都市文化 

2 名

1 名

１名

 

 京エコロジーセンター 1 名 （6/27 実施の連携活動の関係から参加） 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:00  集合（淀川河川公園 西中島地区） 

 
 

 ・荒天（強風雨）のため、河川清掃中止。水質検査用の水の汲

み取りのみ。 

 9:05 淀川区役所へ移動 

 9:30 淀川区役所 水質検査準備 等 

 9:50 開始 

  

 

 ・参加メンバー自己紹介 

 ・6/27 京エコロジーセンターとの連携活動について実施確認 

 10:30  水質測定（パックテスト使用） 

   ［水温・アンモニウム・COD（科学的酸素要求量）・pH・DO（溶存酸素）］

 10:50 片付け 今後の取り組みについて意見交換 

 11:40 終了 

  片付け 

 12:00 解散 

実施場所 
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15.2 事前活動  
各種資料 ○前回水質測定結果と当日の意見交換資料 

関係機関からの支援内容  福島出張所・・・試薬の提供 

 淀川区役所・・・会議室使用について調整 

 都市文化・・・・水質測定結果のアドバイス 
 

レンジャーの活動内容  ・企画立案 
 ・日程の調整 
 ・会議室借用の依頼 
 ・参加者への啓発 
 ・資料の作成・準備 
 ・事業の進行 
 ・まとめ 

 

 

15.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
 

水質検査の様子 
 

 
 

調査水の採取 

    

 

 

15.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

 

＊雨の場合の対応について検討が必要 

＊連絡網について検討することが大事でないか。 

＊淀川リバーマスター倶楽部独自の活動が必要ではないか。 

＊辻川レンジャーとの連携は必要ないのではないか。 

  

今後の課題 

  

＊自身（レンジャー）の立ち位置を確認する必要性を感じると共に淀川リバー

マスター倶楽部との連携について検討が必要。 

＊今後の活動については バランス感覚を持ち備え 自然環境を基にした 

「淀川の自然（宝庫）を大切に」の思いを共感し 共有できる住民の方々と

共に水質調査という地道な活動を進めて行くことを再確認致しました。 
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16. 辻川 R・エコセン水人まつり                     ・平成 22 年 6 月 27 日(日) 
16.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ エコセン「水人まつり」出展 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 27 日(日)10：30～17：30 

参加人数 参加総数 69 名  

 一般参加者 63 名 こども 45 名 大人 18 名 

 河川レンジャー 1 名 辻川Ｒ 

 スタッフ 5 名 わがまち委員 4 名、区役所 1 名 

 運営事務局 0 名  

スケジュール 10:30 阪急十三駅出発 

 12:00 準備開始 

 1:00 オープニング 

 1:00 1 回目 ヨシクラフト開始 

 2:45 1 回目 ヨシクラフト終了 

 3:15 2 回目 ヨシクラフト開始 

 5:00 2 回目 ヨシクラフト終了 

 5:30 エンディング 

実施場所 

京エコロジーセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

 

 

16.2 事前活動  

各種資料 

「エコセン水人まつり」告知 

「100 年前の淀川」資料 

「現在の淀川」資料 

関係機関からの支援内容 
淀川区役所 ・・材料（ヨシ）の整理の協力 

        協力者への周知の協力  

        準備の協力 

レンジャーの活動内容 

・現地の下見 ・打ち合わせ ・材料の調達 

・協力者への呼びかけ  

・資料作成（ラミネート加工など） ・掲示物の作成 

  
・福島出張所及び事務局へ資料提供の依頼  

＊１００年前の淀川＊現在の淀川 
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16.3 活動状況  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 ヨシ編み上げ  ブース全景 

 

16.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 

  

  

＜大人の声＞ 

鵜殿のヨシ原知っていたが 大阪にもヨシ原が有ること初めて知りました。 

上流に住む私たちは 水を大事にして 綺麗に流さなければいけないと思う。 

昔は柿渋やよしすだれを使い知っていたが 改めてその大事さを感じた。 

＜こどもの声＞ 

とてもおもしろかった。 

鵜殿のヨシと十三のヨシの違いを知りました。 

水をだいじにしようと思います。 

ゴミのポイすてをしないよう心がけます。  

  

  

今後の課題 

  

  

＜課題として＞ 

荷物の搬入等の支援が必要であった 出来るであろうという過信をもう少し事前

に工夫が必要であったと考えます。 

＜良かったこととして＞ 

 上流域と下流域の交流で実現した当事業は 下流域における自然環境の現状を知

って頂き 上流域で住む住民に大きく課題の提供をし アピール出来たものと考え

ます。  

特に 参加者が若い親子連れであったことから 未来に繋げる成果が有ったと実

感しています。 

また 住民だけでは出来ない仕組みを 行政と住民と活動者のアングルで自然（防

災も含む）と向き合い 環境を守り伝えて行くことの大事さを伝えることが出来た

と考えています。 

更に今回 しょうがいを持たれる方がスタッフに自主的に入って頂きました 

自然との共存とあわせ 人と人が共に支え合い 自然と生活する基本を感じ取る

ことが出来 大変嬉しく思いました。 
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17. 辻川 R・生物多様性フエア                       ・平成 22 年 8 月 1 日(日) 
17.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 生物多様性フエア～大阪の自然環境保全活動～ 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 1 日(日)～7 日（土）10：00～16：00 

参加人数 参加総数 61 名 実施期間の来場者 

 一般参加者 59 名 ＊8/5・・3 名 ＊8/7・・56 名 

 河川レンジャー 1 名 辻川レンジャー 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 10:06 会場全景 

8 月 5 日(木) 10:07 事業の趣旨 

 10:09 展示全景 

 10:09 配付資料 

 10:39 レンジャーによる掲示説明 

 10:45 レンジャーによる掲示説明その 2 

 10:45 ヨシ材料の説明 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

 

17.2 事前活動  

各種資料 河川レンジャーNews 

関係機関からの支援内容 
事務局・・・資料のラミネート 

      展示 

レンジャーの活動内容 

資料の収集（レンジャーニュース） 

掲載資料の作成 

ヨシタペストリーの作成  

展示作品の撤収 
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17.3 活動状況  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:39 レンジャーによる掲示説明  10:45 ヨシ材料の説明 

 

17.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 
  

  

＊河川レンジャーをはじめて知りました。 

（環境・防災と）巾広い活動をされているのですね！  

＊鵜殿のヨシとの違いがあることを知りました。 

＊ヨシが多様に使われ（タペストリー・鍋式・飾り物など）素敵ですね！ 

＊ゴミがすごいですね・・・ 

＊改めて自然を大事にしなければと思います。 

＊十三のまち中で素晴らしい空間があることに感動した。 

今後の課題 

  

 

今回 依頼を受け出展させて頂き 良い機会を得ることが出来たと感謝致します。 

どのブースも意義のある展示で 素晴らしいと感じました。 

一方 「生物多様性」という 大変難しい名称であるために 大事な事が 

身近な問題として感じていただけていないように感じました。 

今後の課題として 難しいからやめるのではなく 継続させて行くことが大事で 

住民意識（認知度）に繋がるのではないかと考えます。 

＜８月５日及び８月７日 シンポジュ―ムに参加すると共に展示場で参加者に説明＞
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18. 辻川 R・干潟に学ぼ                                 ・平成 22 年 8 月 8 日(日) 
18.1 実施状況  

＜テーマ：地域連携事業＞ 

テ ー マ 親子リバースクール「干潟に学ぼ！干潟で遊ぼ！」 

担  当 福島出張所管内 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 8 日（日） 10:00～16:30 

参加人数 参加総数 ５９名  

 参加者 33 名 こども１２名 保護者１１名 

 河川レンジャー 2 名 (菊井レンジャー：野鳥のお話講師) 

 淀川ﾌｫｰﾗﾑ実行委員会 

（事務局：淀川区役所含む） 

講師 

11 名

１名

 

 

 その他協力スタッフ ３名 （淀川ﾘﾊﾞｰﾏｽ ﾀｰ倶楽部、淀川生涯学習推進委員会）

 運営事務局 1 名  

 E―やん 

都市文化 

報道 

３名

３名

２名

 

スケジュール 10:30  スタッフ集合（淀川区役所） 

   ・各物品準備、淀川河川敷へ運搬 

 11:30 参加者集合・受付 

 12:00 淀川河川敷へ移動（徒歩） 

 12:20 開会 

   ・辻川レンジャー挨拶、主催者挨拶、講師紹介（河合 氏、菊井 R） 

 12:25  講師による淀川のお話（河合講師） 

   ・水質測定（パックテスト）［COD（科学的酸素要求量）］ 

 13:00  十三干潟に移動 

 

 

・シジミ採り（コドラート［50cm×50cm］を使って） 

・カニの捕獲（西中島地区で刈ったヨシの竿で） 

・魚類の捕獲（投網を用いて…河合講師） 

 15:00 講師による淀川の野鳥のお話（菊井レンジャー） 

 15:15 捕獲した魚類の魚合わせ、活動のまとめ 

 15:50 終了（関係者は区役所へ物品を運搬） 

 16:30 物品片付け、解散 

実施場所 
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18.2 事前活動  
各種資料 ○河合講師、淀川区役所、淀川河川事務所より提供の各資料 

関係機関からの支援内容 ＊河川事務所・・・試薬・テント２張り 

         「ごみゼロ」冊子 レンジャーニユース 

＊淀川区役所・・・よど川 発見★伝 区民だより」事業の掲載 広報チラシ 

＊河合講師・・・・川で生きる魚 生き物のプリント２枚 

レンジャーの活動内容  ＊実施にあたり 関係機関との調整 

 ＊講師との調整 

 ＊実施内容・日程の調整 

 ＊アンケート用紙の作成 

 ＊事業の司会進行 

 ＊まとめ 

 ＊アンケートのまとめ 

 ＊物品の調達 

 ＊カニつり用 竿竹の作成 

 

18.3 活動状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 水質測定（パックテスト）［COD（科学的酸素要求量）  シジミ採り（コドラートを使って） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 カニ採取（ヨシを使った竿に餌は「たくあん」で）  菊井レンジャーによる野鳥のお話 

18.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 

＊子どもからの意見は別紙アンケート集約に記載 

＊保護者からの意見 

  ・猛暑の為に参加することを「やめておこうか・・」と思ったが 

   沢山の感動を覚えたので 参加して良かった。 

  

  

今後の課題 

  

  

＊淀川フォーラム・NPO・区役所・河川事務所等が 其々の立場で 自然に対する 

厚い思いを込めながら 善の工夫を凝らし 実施致しました。 

暑いさなかでございましたが 事故もなく無事終了することができ 協働頂きまし

た多くの方々に 感謝申しあげる思いでいっぱいです。 

特に 前日の「花火大会」で汚れた河川敷を 清掃ボランティアで参加された 

職員の方々が 合流して事業を支えて頂きました。 

当事業が 市民協働の理念に基づき 引き続き実施出来ます事を厚く願っています。
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親子リバースクール  「干潟に学ぼ！干潟で遊ぼ！」 ２０１０・８・８実施 

アンケート集約 

参加者 

 

今日、参加して楽しかったですか。 

とてもよかった  ８ あまりよくなかった ０ 

よかった  ２  ぜんぜんよくなっかた ０ 

 

何が楽しかったですか。 

シジミをさがしてみよう！ ７ カニを見つけてみよう！ ６ 

河合先生の投網 ４ 魚のお話  ３ 

鳥のお話  ３   

         

「よくなかった」と思った人にききます。なにが「よくなかった」のでしょう。 

【思ったことを書いてください。】 

＜原文のまま記載＞ 

長男が カニを手でもてた。  

とくにありません。 

とても良かったけれど 思ったようにカニがつれなかった。 

これから 河川敷でどうの様な体験をしたいですか。 

【思ったことを書いてください。】 

＜原文のまま記載＞ 

魚をつってみたい。 

魚とりをしたいです。 

うちゅうの事 

虫や植物を探して専門家にみてほしい。 

みんなで地引網をする。 

こんど（次は）とあみがしたい。 

つりをしたり、とりのかんさつ。 

魚つりやとあみ。 

アンケート作成・集約：辻川河川レンジャー 

 幼稚園 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 小計 保護者 合計 

男子  １ １ ２ １ １ １ ７ ５ １２ 

女子 １ １  １ １   ４ ６ １０ 

合計 １ ２ １ ３ ２ １ １ １１ １１ ２２ 
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親子リバースクール  「干潟に学ぼ！干潟で遊ぼ！」 ２０１０・８・９実施 

アンケート集約 

【参加者】 

 

【このワークショップを何で知りましたか？】 

区民だより ５ 

おばあちゃんにさそわれて ３ 

無回答 ２ 

 

【またこのようなワークショップに参加したいですか？】 

はい １０ 

いいえ  ０ 

 

【何がたのしかったですか？＜原文を記載＞】 

紙をすくところ   

ジューサーのボタンをおしたこと。みんなでつくれたこと。水をしぼるところ。 

かみすき。 

全部たのしかった。 

ミキサー。 

わし作りのすくところ。 

かみをちぎるところ。 

ヨシで紙がつくれた。 

つくったこと。 

 

【先生のよかったところをおしえてください。＜原文を記載＞】 

じょうずにおしえてもらったこと。  

おもしろく、わかりやすく説明してくれた。 よくおしえてくれた。 

おもしろかった。 教え方がとてもよかった。 

ていねい。  ていねいにおしえてくれたこと・・２ 

すてきだった。 無回答・・・・・・・・・・・・・１ 

 

【今一番すきなことは何ですか？＜原文を記載＞】 

運動すること。 ＤＳ 

公園であそぶこと。 運動。 

ゲーム 工作 

自分の物語を書く 勉強 

無回答・・・・・・・・２  

 幼稚園 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 小計 保護者 合計 

男子  １  １  １ １ ４ １ ５ 

女子 ２ １ １ １ １   ６ ７ １３ 

小計 ２ ２ １ ２ １ １ １ １０ ８ １８ 
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19. 辻川 R・ヨシ紙づくり                              ・平成 22 年 8 月 9 日(月) 
19.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子リバースクール・ヨシ紙づくりに挑戦! 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 9 日(月)10：00～12：00 

参加人数 参加総数 28 名  

 一般参加者 17 名 小学生・園児 9 名、保護者 8 名 

 河川レンジャー 1 名 辻川レンジャー 

 講師 2 名 NPO 法人 A-yan!!えーやん 

 淀川区役所 4 名 区民企画担当 2 名・生涯学習担当 2 名 

 リバーマスター 1 名 福島委員 

 スタッフ 2 名 生涯学習 吉成区代表・岡崎推進員

 運営事務局 1 名  

講  師 神野 翼氏他 1 名 (関西をアートで盛り上げる NPO 法人 A-yan!!えーやん） 

 氏  

スケジュール 9:55 受付のようす 

 10:00 開会のあいさつと講師紹介 

 10:03 淀川のヨシの紹介 

 10:16 講師による紙すき指導 

 10:21 ヨシ紙の作成済み作品の確認 

 10:24 牛乳パックから紙繊維の分離作業 

 10:34 ヨシを混ぜて紙繊維のミキサーによる粉砕作業 

 10:41 水に溶かした繊維のすき込み 

 10:44 水抜き作業 

 11:25 できあがった作品集は 2 日程度の天日干しの予定 

 11:28 子どもさんのアンケート記入 

 11:39 講師への拍手と閉会のあいさつ 

実施場所 
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19.2 事前活動  

各種資料  

「みんなの淀川をみんなで守ろう」パンフ 

「親子リバースクール」告知 

「ゴミの不法投棄防止」パンフ 

アンケート用紙 

魚貝類図鑑 

関係機関からの支援内容 
区役所  会議室の手配 ・ 広報 （区民だより） 

都市文化 講師の紹介・調整 

 
NPO 法人 A-yan!!えーやん 材料の準備（ヨシ・牛乳パック）アンケート

の作成 

ザ・淀川 広報（周知記事の掲載） 

レンジャーの活動内容 

・日程の調整 

・会議室借用の調整 

・当日の司会・進行 講師の紹介 ヨシについて説明 

・アンケート 

 

 

19.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:16 講師による紙すき指導  10:24 牛乳パックから紙繊維の分離作業 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:41 水に溶かした繊維のすき込み  
11:25 できあがった作品集は 2日程度の天日

干しの予定 

19.4 意見・課題  

参加者からの意見 アンケート集約 別途添付 

  

今後の課題 

  

参加した子どもたちは ワクワクしながら体験が出来た様子でしたが 

保護者も 付き添いだけに終わらず 子どもと一緒に体験出来き 

子どもと共に「学ぶ喜び・遊ぶ喜び」を共有できる事業を 

今後更に工夫し 実施致したいと考えます。  
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20. 辻川 R・淀川の水質調査                          ・平成 22 年 8 月 28 日(土) 
20.1 実施状況  

＜テーマ：＞地域連携事業（淀川の自然を体感する観察会） 

テ ー マ 淀川の水を調べましょう！ 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 28 日(土)  

参加人数 参加総数 7 名  

 応募参加者 2 名  

 河川レンジャー 1 名 辻川 R 

 協力スタッフ 2 名  

 出張所 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 8:30 スタッフ集合 

 8:15 淀川の水質調査（採水・パック試験） 

     検査項目（DO・COD・BOD・PH）4 項目 

 8:50 調査結果発表 

 9:00 高水敷の自然観察（高水敷の散策道を歩く） 

 9:20 自然観察の総評及び希望についての話し合い 

 10:00 終了 

   

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（場所）十三地区高水敷 

 
 

 

淀川 

十三地区高水敷

き
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20.2 事前活動  

各種資料  特になし 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容  

淀川の水を調べましょう！ ＜結果調査報告＞ 

調査月日:平成 22 年 8 月 28 日 8 時 25 分採取 

調査場所:十三干潟付近  

気温 30℃ 水温 29℃ 

参 加 者：岡崎・川合・小島・長谷川・ 堀口・辻川  

 ｱﾝﾓﾆｳﾑ pH COD DO 

十三干潟 0.2 8.0 13 9 

測定時間 5 分 20 秒 5 分 2 分 

 

20.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 活動の様子  高水敷の野草観察 

 

20.4 意見・課題  

  
  

参加者からの意見 

  

 感 想 ： 

＊4 月からの水質調査を考えると 猛暑で気温と水温がほぼ同じ状態で有りな

がら 水質の状態は変化がなく安定している。水の色は やや黄色。 

＊摘草苑について 管理が不十分なために雑草が大きくのびほうだいな状態。

自然に返す方策を思案することも大事であるように感じます。 

  

今後の課題 

  

＊外来種であるナガエツルノゲイトウやアメリカタカサブロウが異常繁殖。 

特に上流から ナガエツルノゲイトウの群れが流れ付いているのが気がかり。
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21. 辻川 R・自然体感観察会                          ・平成 22 年 9 月 26 日(日) 
21.1 実施状況  

＜テーマ：＞地域連携事業 

テ ー マ 河川の自然を体感する観察会 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 26 日(日)  

参加人数 参加総数 5 名  

 応募参加者 1 名  

 河川レンジャー 1 名  

 協力スタッフ 2 名 わが町推進委員会 

 出張所 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 8：00 

8：20 

8：30 

 

9：00 

10：00 

集合・準備 

十三干潟付近で採水 

パックテストのよる水質試験 

［４項目］アンモニウム・PH・COD・DO 

摘み草苑の散策 

解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十三干潟～摘み草苑［高水敷き］～西中島地区センター 

 

 
 

 

21.2 事前活動  

各種資料  水質調査シート 

関係機関からの支援内容 
福島出張所・・・水質調査用試薬 

淀川区役所・・・わがまち委員への周知 

レンジャーの活動内容  

水質調査シートの作成 

事業の主旨説明 

事業の進行 

活動のまとめ  

淀川 

十三干潟 

西中島地区センター 
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21.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 水質試験状況  ボックスウッド（ツゲ科）＜メス木＞ 

 

 

21.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

＊Y さん:川水の透明度も高く 青く晴れわたった秋空のもと意義のある水質

調査を実施することが出来ました。 

＊O さん:先月大量に流されていた ナガエツルノゲイトウ（外来種）は、先

般の雨で更に下流へと流されてしまいました。上流からの流れもの

として、検証することが大事と考えました。 

＊K さん:今日の水質は まだまだ捨てたものではないと感じました。 

＊T さん:西中島地区センター付近に植えられている ボックスウッド（ツゲ

科）のメス木にしかつかない実を見つけました。まるで「ふくろう」

の様です。工作等につなげたいと思っています。 

  

今後の課題 

  

事業を始めて 6カ月がたちました。水質調査を通して河川敷での人の動きと河川敷で

育つ草花（外来種を含む）や生き物の育成を総合的に観察することが出来てきました。

これらの情報を 時折々に発信できるようまとめて行くことが大事であると考えます。
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22. 辻川 R・谷岡 R・大阪歴博ワークショップ  ・平成 22 年 10 月 9 日(土) 
22.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 鵜殿細工ワークショップ－ヨシでタペストリーを作ろう 

担  当 福島・山崎管内 河川レンジャー辻川・谷岡レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 9 日(土)13：00～・14：00～ 

参加人数 参加総数 36 名  

 一般参加者 31 名 1 回目 11 名、2 回目 20 名 

 河川レンジャー 3 名 辻川、谷岡、三輪各レンジャー 

 スタッフ 1 名 大阪歴博八木氏 

 運営事務局 1 名  

講  師 辻川氏 (河川レンジャー) 

 谷岡氏 (河川レンジャー) 

 三輪氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 12:19 レンジャーによる会場準備 

 13:25 会場内掲示物のようす 

 13:21 会場全景 

 13:22 レンジャーによる鵜殿のヨシの説明 

 13:21 参加者ヨシ工作のようす 

 13:23 レンジャーによる工作指導 

 15:24 できたよヨシのタペストリー 

 15:42 レンジャーによる会場撤収 

実施場所 

大阪歴史博物館 

 

 
 

 

 
22.2 事前活動  

各種資料 

鵜殿のヨシの資料(レンジャー作成) 

「ヨシでタペストリーを作ろう」告知 

「イタセンパラがやってくる」告知 

淀川河川公園パンフ 

河川レンジャーNews 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

・谷岡レンジャーとの協働 

「ワークショップ」1 日目 

1 時～1 時 40 分 

2 時～2 時 40 分の 2 クール 

・参加者への説明内容 

河川レンジャーの活動について 

十三干潟 

西中島ヨシ原 

ヨシ工作の伝授 
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22.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
13:22 レンジャーによる鵜殿のヨシの

説明 
 13:21 参加者ヨシ工作のようす 

 

22.4 意見・課題  

参加者からの意見 
・「都会にこんな素晴らしい場所があることは、知らなかった」大事にしたい。 
・「ヨシ」と「オギ」の違いを知った。 

・とても面白かった。 

今後の課題 

・申し込み制ではないため、体験者数が確定できなかったが「伝える」と言う意

味からは、意義があったと考えます。 

・事業の多い時期と言う事で日程調整に苦労致しましたが、淀川 100 年の節目に、

大阪歴博の八木先生はじめ職員の方々と共に、協働事業「伝える・考える・ふ

れる」ことを推進出来た成果は、大変大きいものと考えます。 
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23. 辻川 R・プレイベント「よどがわ学」         ・平成 22 年 10 月 16 日(土) 
23.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ プレイベント「よどがわ学」レッスン開催 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 16 日(土)9：00～11：30 

参加人数 参加総数 37 名  

 一般参加者 14 名  

 河川レンジャー 2 名 辻川、小西(新)レンジャー 

 講師 2 名 小杉所長、小島氏(植物) 

 区役所 6 名 淀川区役所平尾区長ほか 

 
スタッフ 12 名

都市文化、わがまち委員、淀川ボラ

ンティア有志 

 運営事務局 1 名  

講  師 辻川氏 (河川レンジャー） 

 小杉氏 (福島出張所所長) 

 小島氏 (植物) 

スケジュール 9:09 来賓平尾淀川区長の激励 

 9:59 ヨシ群落にからまったゴミの収集 

 9:52 回収されたゴミの集積作業 

 10:23 出張所長から十三干潟の説明 

 9:22 イベント用船着き場ヨシ刈りの開始 

 10:43 ヨシ刈り後の船着き場のようす 

 10:09 講師とレンジャーによる植物観察 

 10:19 淀川河口域の干潟の変遷について説明 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十三野草広場～西中島 
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23.2 事前活動  

各種資料 

アンケート用紙 

不法投棄防止パンフ 

河川レンジャーNews 

関係機関からの支援内容 

 福島出張所より 

   講師の手配テントの設営・資料の提供 

 淀川区役所 

   委員への広報・アンケートの印刷 

レンジャーの活動内容 
進行:辻川・講師:福島出張所小杉所長・協カスタッフ:都市文化 

講評:福島出張所小杉所長・協カスタッフ:都市文化 

 

23.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:59 ヨシ群落にからまったゴミの収集  10:09 講師とレンジャーによる植物観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:52 回収されたゴミの集積作業  10:19 淀川河口域の干潟の変遷について説明

 

23.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 

  

  

・年々 ゴミが少なくなってきたように感じる。 

 ・知らなかった植物が 沢山生殖している事に気付いた。 

 ・一部の範囲で悪臭がするが 何の匂いだろうか。 

 ・相変わらず野犬が多い。子ども連れではこわいと思った。 

 ・素晴らしい自然環境に反して 独占使用はルール違反ではないか。 

 ・ヨシ、オギ、セイタカヨシの違いをはじめて知った。 

  

  

今後の課題 

  

  

  参加者の多い少ないは結果であって レンジャーが「何を伝え・何を課題とする

のか」を 参加者自身が考えて頂くきっかけを提供することが 大事であると考え

ます。 

 その意味からは 一般参加者数 17 名という数であるものの 都会にある自然空間

を大事にする事や 清掃活動を通してゴミ環境を考えて頂ける機会を提供出来たこ

とについては 良い成果が上げられたと考えます。 

 但し 予定していた参加者数より減少したことについて 団体に頼らず一工夫し

ながら 広報の在り方や周知について考えることが大事であると考えます。 
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24. 辻川 R・河川敷フェスティバル                  ・平成 22 年 10 月 17 日(日) 

24.1 実施状況  
＜テーマ：豊かな自然環境を守り 災害に強いまちを目指し 川と人 人と人を繋げます！！＞ 

テ ー マ 淀川河川敷フェスティバル ～川に寄り添い活きる淀川区を目指して～ 

担  当 福島出張所管内 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 17 日（日）11:00～16:30 

参加人数 参加総数 463 名  

 参加者 
「水没ﾄﾞｱ」「流れる川の体験」 245 名 

「根付け」                   85 名 

「ヨシﾀﾍﾟｽﾄﾘｰ」              64 名 

245 名

 

 
河川レンジャー 1 名

＜協力スタッフ＞ 

・淀川区わがまちビジョン ６名 

 協力スタッフ 30 名 ・大阪市生涯学習推進員  ２名 

 体験設備機器操作スタッフ 8 名 ・リバーマスタークラブ  ２名 

 淀川河川事務所 2 名 ・中学生ｽﾀｯﾌ（十三、美津島、新北野）20 名 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 10:00  スタッフ集合 

 
 

 ・水害体験（水中歩行、水没ドア）、シジミ細工、淀川のヨシを使

った工作に分散 

 11:00 ミーティング（水害体験） 

  ・準備 

 12:00 

 

 「淀川河川敷フェスティバル」開会 

 ・各担当ブース毎に体験希望者に対して対応 

 15:50 閉会に向け、体験希望の〆切り 

 16:00 

 

 

「淀川河川敷フェスティバル」閉会 

・「淀川河川敷フェスティバル」実行委員長挨拶（辻川 R） 

・各ブース毎に片付け 

 16:30 終了 

実施場所 
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24.2 事前活動  

各種資料 

・「よどがわ博（淀川河川敷フェスティバル）パンフレット」 

・アンケート 

・「みんなで淀川をゴミの不法投棄から守り、美しい川を取り戻そう（福島出 

張所）」パンフレット」 

関係機関からの支援内

容 

・淀川区（出展協力（テント、机、イス 等必要機材含む）） 

・淀川区各種団体（スタッフ協力） 

・淀川区内中学校（スタッフ協力－十三中学校、美津島中学校、新北野中学校） 

・淀川河川事務所（水害体験施設の貸与（機器操作スタッフ、設備設営・撤去含む）、

河川レンジャー幟、資料 他） 

レンジャーの活動内容 

・流れる川の体験 

・水没ドアの体験 

・ヨシクラフト 

・しじみの根付け 

 
24.3 活動状況  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
開催中の体験矢の様子（シジミ細工ブース）［中

学生スタッフが丁寧に応対］ 
 開催中の体験者の様子（ヨシ工作ブース）

 

 

24.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

体験出来てよかった。 

実際に起きたら怖いと思いました。等 

(２種類のアンケート集約 別紙添付) 

  ・フェステバル（よど博）全体のアンケート 

  ・「流れる川の体験」「水没ドアの体験」の アンケート 

  

今後の課題 

  

今回、区内６中学校を訪問して「中学生スタッフ」の募集を行いました。 

募集期間が短く、広報活動に苦戦致しましたが、その結果「わがまち防災スクール」

実施経験校の３校から、２０名の協力者を得ることが出来ました。中学生はレンジャ

ーブースだけに止まらず、「よど博」全体の運営に係わり「淀川」について更に、人

やまちの体感をしてもらいました。 

今後は事前の計画を十分に図り、工夫をしていきたいと考えます。 

また、現在「わがまち防災スクール」は、経験校３校のうち１校は休止している状況

で、今回を機に学校への啓発活動を進めたいと考えます。 
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25. 辻川 R・谷岡 R・大阪歴博ワークショップ  ・平成 22 年 10 月 23 日(土) 
25.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 鵜殿ワークショップヨシでタペストリーを作ろう 

担  当 出張所管内 河川レンジャーレンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 23 日(土)11：00～16：30 

参加人数 参加総数 20 名  

 一般参加者 16 名 大人 14 名、子ども 2 名 

 河川レンジャー 2 名 辻川 R・谷岡 R 

 スタッフ 1 名 大阪歴史博物館大澤氏 

 運営事務局 1 名  

講  師 辻川・谷岡氏 (2 名) 

スケジュール 11:00 大阪歴史博物館 打合せ・資料整理 

 11:30 ワークショップの設営・受付開始・備品準備 

 13:00 第 1 部ワークショップ開始 

 
 

辻川 R・谷岡 R 開会の挨拶、ワークショップの概要説明・河川レ

ンジャーパネル展示の詳説 

 
 

辻川 R ヨシの生態についてのお話・谷岡 R からひちりきのお話と

歴史の説明。工作開始 

レンジャーによるタペストリー工作の指導 

 13:45 第 1 部終了・片付け 

  第 2 部の準備 

 14:40 第 2 部開始 以下省略 

 15:10 第 2 部終了 反省会 

 16:00 ワークショップ片付け・撤収 

実施場所  
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25.2 事前活動  

各種資料 

鵜殿のヨシの資料(レンジャー作成) 

「ヨシでタペストリーを作ろう」告知 

「イタセンパラがやってくる」告知 

淀川河川公園パンフ 

河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

大阪歴史博物館 

  施設管理に係わる手配と準備 

レンジャーの活動内容 

＊資料の作成 

＊教材（ヨシ工作に係わる物品）の準備 

＊タペストリー工作の指導 

＊当日の設営・進行 

 

 

 

25.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 辻川 R ヨシの生態についてのお話  谷岡 Rヨシの歴史とひちりきのお話 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 タペストリー工作  参加者に分かりやすく指導 

 

 

25.4 意見・課題  

参加者からの意見 

・淀川区にお住まいの方から西中島にこの様な自然空間があることを知り

ました。 

・ヨシ原を見に行きます。 

今後の課題 
・大阪歴史博物館という他地域での取り組みを通して 改めて 地元での

周知活動を更にしていく必要性を感じました。 
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26. 辻川 R・災害のメカニズム十三中              ・平成 22 年 11 月 1 日(月) 
26.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ わがまち防災スクール①事前学習 災害のメカニズムを映像から学ぶ

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 1 日(月)13：00～15：00 

参加人数 参加総数 235 名  

 学校参加者 230 名 教師 3 名、生徒 227 名 

 河川レンジャー 1 名  

 講師 1 名  

 自治体 1 名 淀川区役所 

 出張所 1 名 野口係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 大野氏 (淀川消防署司令) 

スケジュール 12:59 スタッフミーティング 

 13:50 生徒の入場 

 13:53 レンジャーから活動主旨の説明 

 14:13 消防講師から防災の体制づくり活動のようすの紹介 

 14:36 レンジャーの講評と今後のカリキュラムの説明 

 14:43 活動終了時のミーティング 

実施場所 

十三中学校 

 

 
 

 

26.2 事前活動  
各種資料 企画書(レンジャー作成) 

関係機関からの 

支援内容 

淀川区役所(スタッフの派遣) 

淀川消防署(講師の派遣) 

大阪市危機管理室 

大阪市立十三中学校 

未来わがまちビジョン推進委員会(協力) 

国土交通省近畿整備局淀川事務所淀川管内福島出張所 

レンジャーの活動内容 

・辻川 R より授業の目的の説明。 

安全・安心のまちづくりを目指して～災害のメカニズムを映像から学ぶ

「地域災害」15 分 DVD の上映 

「淀川の決壊」15 分 DVD の上映 

・第 1 日目のまとめ終了 
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26.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
14:13 消防講師から防災の体制づくり

活動のようすの紹介 
 

14:36 レンジャーの講評と今後のカリキュラ

ムの説明 

 

 

26.4 意見・課題  

参加者からの意見 
・体験することが無いため普段はあまり考える事が無いが、実際にもし、

家が倒壊したり川が氾濫したら怖い。(アンケートの集約別紙添付) 

今後の課題 
・教材の選別について、工夫を凝らしたいと考えます。 

・独りよがりにならないよう、自己の研鑽を積重ねたいと考えます。 
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27. 辻川 R・わがまち「防災スク－ル」             ・平成 22 年 11 月 8 日(月) 
27.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ わがまち「防災スク－ル」技術を繁げる防災のエキスパ－トから学ぶ 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 8 日(月)13：00～16：00 

参加人数 参加総数 名 261  

 十三中学校 1 年生・教員 240 名 中学 1 年生 227 名、教員 13 人 

 河川レンジャー 1 名 辻川  

 講師 柗永 正光 1 名 淀川左岸消防組合元収入役 

 講師 大野司令 ほか 10 名 淀川消防署 

 スタッフ ２名 生涯学習推進員 

  １ 未来わがまちビジョン推進委員会

  ２ 地域見守り隊 

 報道 １ ザ・淀川 乃美氏 

 自治体 1 名 淀川区役所三宅氏 

 出張所 1 名 福島出張所野口係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 柗永氏 (淀川左岸消防組合元収入役) 

 大野氏 他 (淀川消防署) 

スケジュール 13:00 スタッフ集合 

 13:35 十三中学校 1 年生 河川敷へ出発 

 13:55 河川敷へ到着 

 14:00 辻川Ｒの挨拶・注意事項の伝達 

 14:10 A 班 土のう作り･B､C 班 救急救命講習 開始 

 15:00 A 班 土のう作り･B､C 班 救急救命講習 終了 

 15:10 生徒集合、活動のまとめ 

 15:20 十三中学生岐路 

 16:00 スタッフ解散 

実施場所 
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27.2 事前活動  

各種資料 

・可搬式ポンプの使い方冊子 

・可搬式ポンプの配置地図 

・ウエットティシュ 

・河川レンジャーニュース 

関係機関からの 

支援内容 

淀川区役所 

 ・委員へ情報の提供 

 ・ウエットティシュ（手吹き用） 

 ・所官内での 事業の共有化 

淀川消防署 

 ・職員の配置指令 ・可搬式ポンプの使い方冊子 ・可搬式ポンプの配

置地図の提供 

河川事務所 

 ・河川レンジャーニュースの提供 ・器材の手配 ・講師の送迎 ・資

料の印刷 

レンジャーの活動内容 

・事業の依頼と企画書の提出 

・実施に向けて中学校と打ち合わせ 

・講師(２名)へ依頼と調整・資料の作成 

・協力者への呼びかけ・物品の調達 

・実施日の運営と進行・アンケートの作成 

 

27.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 学校を出発  講師 柗永正光氏による土のう作り実演 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 土のう作り体験  土のうの積み方体験 

27.4 意見・課題  
参加者からの意見 別紙アンケート参考 

今後の課題 
・授業を基に実施することが必要で 制約されている 

 時間をいかに無駄なく活用できるが 今後の課題であると思います。
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28. 辻川 R・わがまち「防災スク－ル」             ・平成 22 年 11 月 9 日(火) 
28.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ わがまち「防災スク－ル」「自助・共助・公助」を考える 振り返り学習 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 9 日(月)14：00～15：30 

参加人数 参加総数 241 名  

 一般参加者(十三中学校) 227 名 十三中学校 1 年生 227 名 

 教員 9 名 十三中学校 

 河川レンジャー 1 名 辻川  

 講師 大野司令  1 名 淀川消防署 

    土井防災担当係長 1 名 淀川区役所 

 出張所 1 名 福島出張所 

 運営事務局 1 名  

講  師 大野氏  (淀川消防署) 

 土居氏 (淀川区役所防災係) 

スケジュール 14:00 スタッフ集合 

 14:30 十三中学校 1 年生 体育館へ集合 

 14:35 辻川レンジャ－より講習の振り返り 

 14:45 淀川消防署 大野司令によるクイズ形式の防災学習 

 15:00 淀川区役所 防災担当土居係長による防災学習 

 15:15 活動のまとめ 渡邊教頭先生 

 15:20 十三中学生解散 

 15:30 スタッフ解散 

実施場所 
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28.2 事前活動  

各種資料 

・可搬式ポンプの使い方冊子 

・可搬式ポンプの配置地図 

・ウエットティシュ 

・河川レンジャーニュース 

関係機関からの 

支援内容 

淀川区役所 

 ・委員へ情報の提供 

 ・ウエットティシュ（手吹き用） 

 ・所官内での 事業の共有化 

淀川消防署 

 ・職員の配置指令 

 ・可搬式ポンプの使い方冊子 

 ・可搬式ポンプの配置地図の提供 

河川事務所 

 ・河川レンジャーニュースの提供 

 ・器材の手配 

 ・講師の送迎 

 ・資料の印刷 

レンジャーの活動内容 

・事業の依頼と企画書の提出 

・実施に向けて中学校と打ち合わせ 

・講師(２名)へ依頼と調整 

・資料の作成 

・協力者への呼びかけ・物品の調達 

・実施日の運営と進行 

・アンケートの作成 

 

28.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 

 
辻川レンジャ－より講習の振り返り。 

生徒達からの感想。 
 

講師 淀川消防署大野司令によるクイズ 

形式の防災学習 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 

 淀川区役所防災係担当者からの防災学習  辻川レンジャ－による防災学習のまとめ 
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28.4 意見・課題  
参加者からの意見 アンケート別紙参考 

今後の課題 

好天に恵まれた中で 多くのご支援を頂き 恙無く当事業が終えること

が出来きたことについて嬉しく思っています。  

本年度は ６クラス２２７名という大所帯で ご指導に当たって頂きま

した講師の先生方に 大変御苦労と過分なお骨折りを頂きましたことにつ

いて 感謝申しあげます。 

中学１年生という年齢の中で ３日間（４時眼）の体験が様々な 

自行への挑戦につながる きっかけづくりの一助になれば良いと 

考えます。同時に 生徒たちが当事業をとおして「地域愛」が芽生えはぐ

くんでくれることを願うところです。 

 

今後の課題として 

学校授業の一環で実施するため 協力者に協力を求める時間に若干無理

が生じ サポータ(協力者)への周知方法に課題を感じます。  
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29. 辻川 R・十三干潟水質調査                       ・平成 22 年 10 月～12 月  
29.1 実施状況  

＜テーマ：＞地域連携事業 

テ ー マ 地域連携事業 

担  当 福島出張所管内 辻川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 17 日(日)4 時 45 分 

平成 22 年 11 月 27 日(土)8 時 12 分 

平成 22 年 12 月 25 日(土)8 時 15 分 

参加人数 参加総数(延) 13 名  

 参加者 1 名 10 月 17 日(日) 

  3 名 11 月 27 日(土) 

  5 名 12 月 25 日(土) 

 河川レンジャー 3 名 辻川 R 延べ 3 回 

 運営事務局 1 名 10 月 17 日(日)のみ 

スケジュール 16:40  淀川河川敷ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ会場から十三干潟へ移動 

10 月 17 日のもの 16:45 

 

 

 

5

 十三干潟到着 

 ・測定開始 

  ○気温、水温測定 

  ○水質測定（パックテスト使用） 

［水温・アンモニウム・COD（科学的酸素要求量）・pH・DO（溶存酸素）］

 17:05 

 

測定終了  

・淀川河川敷ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ会場へ移動 

 17:10 

 

淀川河川敷ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ会場到着 

解散 

実施場所 

10 月 17 日のもの 
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29.2 事前活動  
各種資料 特になし 

関係機関か

らの支援内

容 

 

淀川河川事務所（水質測定試薬［パックテスト］の提供） 

レンジャー

の活動内容 

・企画立案 

・日程調整 

・参加者への啓発 

・準備 

・事業の進行 

・まとめ 

 

 

29.3 活動状況 (  
(平成 22 年 10 月 17 日 4 時 45 分)       

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
初めての夕方からの実施 気温・水温測定、

試薬に水を採取 
 水質調査＆河川敷観察 

 

29.4 意見・課題  

参加者からの意見 

(平成 22 年 10 月 17 日 4 時 45 分) 

今回、第９回よどがわ河川敷フェスティバルに合わせ、フェスタ終了後、調査を進め

ました。 

これまで、午前中に調査を実施してきた状況から見て、午後からの水質、目で見る調

査として特に水の透明度は悪く、汚れていると感じました。 

但し 調査結果を見た範囲では特に 異常性はなく、これまでと変わりのない

数値で 安心したところです。 

(平成 22 年 11 月 27 日 8 時 12 分) 

堤防強化の工事が始まり 町と川が分断された情景にあります。 

 違法住宅の庭先に墓が建てられ 仏花が２口立てられています。 

 何が葬られているのかは かり知れませんが とても異様な気がしました。

 水質は 安定した状況にあります。 

(平成 22 年 12 月 25 日 8 時 15 分) 

朝８時集合 氷が張り清々しい河川敷。堤防の補強工事もちゃくちゃくと進ん

でいる様子。水質も アルカリ性に近いものの良い状況であることを観察。ヌ

ートリア駆除に係わる調査 住処確認出来ず。 野犬対策で作られた堀付近の

ヨシが生殖する域で 水質の悪化が気になります。早急に改善に向け方策を打

って頂きたい。今回驚いた事は 僅かな日程の中で 数か所のブルーテントが

撤去され きれいに整地されていた事です。年の瀬も近いことから 行政の並々

ならぬご努力で 住人の方々が自立若しくは支援を受け 退去されたのである

と感じられました。私たちは 撤去された状況を見て 河川敷らしい風景にた

だただ感謝と 後残された館を一つでも多く撤去される事を願ったところです。

反面 整地された地に大量の乾電池が無造作に 放置されている状況を気にし

ながら退去したクリスマスの一日でした。 

今後の課題 毎回平均４人～５人で調査を致しますが、参加者の確保に努めたいと考えます。 
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30. 池宮 R・十三干潟自然学習                       ・平成 22 年 6 月 24 日(木) 
30.1 実施状況  

＜テーマ：＞自然観察学習 

テ ー マ 十三干潟周辺における自然観察学習 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 池宮レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 24 日(木)   9：30～  12：00 

参加人数 参加総数 74 名  

 
応募参加者 54 名

十三小学校 3、4 年生（校長＋父兄

＋引率先生・淀川区長 

 河川レンジャー 1 名  

 協力スタッフ 15 名 水遊会７名・福寿会 3 名 

 福島出張所 2 名  

 運営事務局 2 名  

スケジュール 9:30 準備 

 9:45 スタッフ集合 

 10:00 児童に見せるための魚の捕獲（投網打ち）  

 10:54 十三小学校集合（3、4 年生） 

 11:00 池宮レンジャー挨拶・福寿会会長挨拶・平尾淀川区長挨拶。 

 11：08 十三小学校の児童による答礼 

 11:10 ライフジャケット装着 

 11：05 干潟での遊び 

 11：58 終了 

 12：00 後始末 

   

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

淀川 

十三干潟 
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30.2 事前活動  

各種資料  特になし 

関係機関からの支援内容 特になし  

  23 日(水)雨天により中止、24 日(木)に振り替え実施した。 

レンジャーの活動内容 

1.干潟での自然学習(遊び体験)。 

2.干潟での遊びに対する安全の啓蒙。 

3.一般の方、投網の体験。  

  

 天気に恵まれ、干潟が大きく出現し、児童・住民の方々に改めて淀川の自

然を再認識してもらえた、児童たちにとって素晴らしい干潟体験ができた。

 川遊びでの安全啓発の為、児童に対してライフジャケット着用体験を行っ

たが非常に好評であった。(数量の準備を読み違えた点が反省点) 

 地域の方の投網体験と小魚・エビ・カニ・ヤマトシジミ(鼈甲シジミ)・ 

ウナギ等の収穫があったことで児童にとって、よい干潟学習となった。  

 

 

30.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

   

    

 ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄの装着風景  川遊び 

 

 

30.4 意見・課題  

参加者からの意見 参加者の私物の管理が不十分であったと指摘があり次回以降に生かす。 

今後の課題 
活動においてメリハリの効いた運営と全体を把握できる余裕のある動きを心掛ける。

平尾淀川区長にも、新人レンジャーの活動に特別参加していただいた。 
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31. 池宮 R・毛馬探訪ウオーキング                  ・平成 22 年 10 月 28 日(木) 
31.1 実施状況  

＜テーマ：＞知ってるようで知らない淀川 

テ ー マ 第 1 回淀川探訪ウオーキング 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー 池宮レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 28 日(木)9：00～12：30 

参加人数 参加総数 36 名  

 一般参加者 27 名 大人 27 名 

 河川レンジャー 3 名 池宮、崎谷、中川各レンジャー 

 スタッフ 4 名 淀川水遊館 2 名・福寿会 2 名 

 
自治体 名

淀川区役所（挨拶、準備体操時に 5

名） 

 出張所 1 名 野口係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 池宮氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 9:20 

9：25 

9：40 

9：50 

ウオーキング出発 

右岸堤防上にて淀川の概略と汽水域・干潟の生物多様性の説明 

右岸堤防の緩傾斜堤防補強工事の説明とその他の工法の説明 

右岸堤防距離標の説明 

 10:08 参加者による河川敷に自生するセンダンの木の説明 

 10:14 長柄橋の歴史的由来と橋にまつわる伝聞の説明 

 10:33 長柄橋と小橋の間にある戦災の犠牲者と記念碑の説明 

 10:45 毛馬出張所会議室にて淀川大堰等の河川施設の説明と質疑 

 11:28 縮尺模型による毛馬の全体像の説明 

 11:37 出張所棟内の展示物及び排水機場見学で大阪の高潮防御を確認 

 11:42 淀川管理施設の 24 時間集中制御の状況の見学と説明 

 11:54 構内に残る大阪城残念石・北向地蔵・紀功碑・基標の説明 

 11:57 重要文化財旧毛馬閘門・毛馬洗堰・眼鏡橋・長柄運河の説明 

 12:06 

12：10 

沖野忠雄像前にて淀川改修 100 年と氏の功績について説明 

現在の毛馬水門・毛馬閘門の説明 

 12:19 

12：20 

蕪村生誕の碑の説明 

閉会 

実施場所  
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31.2 事前活動 

各種資料 
案内チラシ 40 部＋15 部＝55 部作成 

開催コースのアウトライン（写真と解説文）作成 参加者に配布 

関係機関からの 

支援内容 

福島出張所 

  案内チラシのコピー 

  開催当日の見守り車両の手配 

淀川水遊館・十三福寿会 

  見守りスタッフの手配 

河川レンジャー（2 名） 

  見守りスタッフとして参加 

レンジャーの活動内容 

実施計画の立案 

実施日、実施内容の検討 

現地下見 

関係機関との調整・協力者との打ち合わせ 

参加者への案内と周知、参加人数・連絡先の確認 

参加者リストの作成 

使用備品の手配と準備 

 のぼり、受付用机 

活動の実施 

開会・閉会のあいさつ 

活動参加者への注意事項とコースの説明 

参加者との交流 

意見感想の聴取・とりまとめ 

 

31.3 活動状況 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:45 毛馬出張所にて河川施設の説明

と質疑 
 12:06 沖野忠雄像について説明 
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31.4 意見・課題 

参加者からの意見 

淀川探訪ウォーキング アンケート集計 （回答 26 名）           

（１） ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽの距離はどうでしたか 

1. 短い（3 名）  2．普通 （21 名）  3．長い （2 名） 

（２） 淀川の管理施設を知っておられましたか 

 イ）淀川大堰   1．知っていた（16 名） 2．知らなかった（10 名） 

ロ）毛馬閘門   1．知っていた（18 名） 2．知らなかった（8 名）    

ハ）毛馬水門   1．知っていた（14 名） 2．知らなかった（12 名） 

ニ）毛馬排水機場 1．知っていた（ 6 名） 2．知らなかった（20 名） 

ホ）毛馬記念公園 1．知っていた（ 7 名） 2．知らなかった（19 名） 

（３） 施設の説明はどうでしたか 

  1．良かった（26 名）  2．わかりにくかった  3．回答無し 

（４） 次回の開催があればご参加いただけますか 

  1．参加したい（25 名）  2．参加しない  3．回答無し（ 1 名） 

（５） その他ご意見があればご記入下さい。 

 ｛ ご意見をいただいた方  11 名  別紙 コピーを添付      ｝ 

（６） アンケートにご記入いただいた方 

□性別     男性（9 名）       女性（17 名） 

□年齢    20～30 代   40～50 代    60 代以上  

                 （ 2 名）    （24 名） 

（11 名から要約） 

・長く大阪に住みながらこんな近くを知らなかった。良い勉強になりました。 

・知らないことばかりでとても勉強になりました。 

・説明がとても分かりやすく、楽しかったです。 

・あいにくの天気で曇りのち小雨の中、池宮氏の説明は本当に分かりやすく、今

度は多数参加が望ましい。 

・説明がすばらしかったです。よく分かりました。 

・少々速度が速かった。今回参加者は年配が多かった。 

・管理施設での説明が分かりやすかった。途中での話は聞こえず断念。 

今後の課題 
内容が盛りだくさん過ぎたきらいがあり、次回計画は少し簡素化した中身で、全

体のペースをつかみ、ゆっくり時間をかけた説明ができる活動を心がける。 
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32. 原田 R・城北わんどでの外来種除去           ・平成 22 年 6 月 19 日(土) 
32.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 城北わんどでの外来種除去活動 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー原田レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 19 日(土)9：00～13：00 

参加人数 参加総数 54 名  

 一般参加者 40 名 大人 10 名、小中学生 30 名 

 河川レンジャー 1 名  

 講師 1 名  

 スタッフ 10 名 東都島エコクラブ 

 出張所 1 名 萩谷係長(撮影協力) 

 運営事務局 1 名  

講  師 高田昌彦氏 (琵琶湖を戻す会） 

スケジュール 9:29 レンジャー開会のあいさつ 

 9:56 第 1 部：講師の外来魚除去作業指導 

 
10:30 

第 2 部：外来植物除去作業の講師のあいさつ。共催は大阪府水生

生物センター。 

 10:32 レンジャーから作業上の注意 

 10:55 外来植物流散防止膜の設置 

 10:59 力を合わせて除去作業のようす 

 11:17 ウシガエルの捕獲 

 11:39 TV クルーのインタビュー風景 

 11:40 捕獲したタウナギといっしょに 

 11:54 採取された外来植物の回収状況 

 11:55 大阪工大の藻刈り船も活躍した 

 12:00 ナガエツルノゲイトウの実物観察 

 12:00 スクミリンゴガイ(ジャンボタニシ)の卵塊 

 12:00 ミズヒマワリの実物観察 

 12:13 参加者の集合写真 

 12:37 捕獲された外来魚(ブルーギルなど) 

実施場所 
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32.2 事前活動  

各種資料 「淀川ワンドを守れ！」本活動告知 

関係機関からの支援内容 

淀川河川事務所 

・河川敷への車両進入許可  

・駆除植物回収用ゴミ袋提供 河川レンジャーのぼり貸与 

大阪府環境農林水産総合研究所水生生物センター 

・駆除外来魚の処理 

琵琶湖を戻す会 

･釣りの準備及び外来魚情報の提供 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案： 実施日・実施内容の検討・ 現地下見 

○参加の案内： チラシの配布 

○必要物品の準備： 関係機関、協力者への依頼・調整 

 ○関係機関との調整： スタッフ依頼、調整・備品の借用以来・各種協議 

 
○活動の実施：開会、閉会の挨拶・司会進行、観察の指導・解説 

参加者との交流・ 意見・感想のとりまとめ    

 

 

32.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:56 第 1 部：講師の外来魚除去作業指

導 
 10:59 力を合わせて除去作業のようす 

 

 

32.4 意見・課題  
 

 

参加者からの意見 
  

  

・普段活動しているわんどと同じで外来魚駆除では今回もブルーギル以外は釣れなか

った。 
・駆除前はわんどがナガエツルノゲイトウでが覆われていたが、駆除後は水面

が出てきた。 

・外来植物の事が勉強になった。 

・たくさんの人と一緒に活動ができて楽しかった。  

  

  

今後の課題 

  

  

・今回は立川レンジャー(点野ワンド)、山口レンジャー(庭窪ワンド)、大阪府環境農

林水産総合研究所 水生生物センター大阪工業大学他との共催で外来生物駆除活動を

実施した。共催活動であった事や普段の活動で使用しているワンドと異なった為、

外来魚釣りは短時間になってしまった。外来植物の駆除は全体で約80名が参加し1.5

トンの駆除を行え非常に有意義であったと思う。 

・来年度も同様の活動を行う場合は時間配分と活動場所の選択を行いたい。  
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33. 原田 R・柴島干潟の自然観察                     ・平成 22 年 7 月 11 日(日) 
33.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 柴島干潟の自然観察 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー原田レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 11 日(日)9：30～12：45 

参加人数 参加総数 34 名  

 
一般参加者 29 名

大桐中学校 7 名、引率教師 1 名 

東淀川エコクラブ 21 名(大人 6 人、

子ども 15 人) 

 河川レンジャー 1 名  

 講師 1 名  

 スタッフ 2 名  

 河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 河合典彦氏 (淀川環境委員、大桐中学校教諭） 

スケジュール 9:51 レンジャー開会のあいさつ 

 9:58 干潟へ移動 

 10:10 石に付着した生きものの講義 

 10:31 鼈甲シジミの採取 

 10:55 ライフジャケットの装着指導 

 11:02 ぬかるみで立ち往生 

 11:11 大桐中学のメンバー集合写真 

 11:21 砂州へ移動 

 11:25 生きものの採取 

 11:29 講師による投網の模範演技 

 11:58 投網の実技 

 12:04 ボラが捕れたよ 

 12:11 魚種の同定(魚合わせ) 

 12:43 講師からクロベンケイガニの説明 

 12:50 レンジャー閉会のあいさつ 

実施場所 
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33.2 事前活動  

各種資料  淀川魚介類図鑑 

関係機関からの支援内容 

・河川事務所：河川敷への進入許可(鍵、進入許可書貸与)、活動補助 

・河川レンジャー事務局:投網、ライフジャケット、救急箱、のぼり 

 活動補助、活動内容撮影 

・河合典彦氏(淀川環境委員)：生き物の解説及び投網指導 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

 実施日・実施内容の検討 

 現地下見 

○参加の案内 

 チラシの配布（配布先…東都島小・大桐中） 

 ホームページ掲載 

○必要物品の準備 

 関係機関、協力者への依頼・調整 

○関係機関との調整 

 スタッフ依頼、調整 備品の借用依頼 各種打ち合わせ 

○活動の実施 

開会、閉会の挨拶 司会進行 観察の指導・解説 参加者との交流 

 意見・感想のとりまとめ  

 

 

33.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:10 石に付着した生きものの講義  10:55 ライフジャケットの装着指導 

 

 

33.4 意見・課題  
 

参加者からの意見 

・ ライフジャケットの装着、投網体験を始めて体験でき好評であった。 

・ ライフジャケットを装着する事により河川での活動の危険性を理解できた。 

・ 干潟の水位の変動に驚いた。 

・ しじみが簡単に取れてうれしかった。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

・今回は潮目の関係で小雨の中で強行しました。活動中に雨脚が強くなる時間もあり

ましたが、何とか事故無く活動を終えました。降雨時の避難場所について考える必

要があると思いました。 

・干潮時のみ現れる砂浜にライフジャケットを装着し移動して投網体験や、大粒なし

じみ採取も出来、淀川での活動の危険性と楽しみを伝えられたのではないかと思い

ます。 

・柴島干潟は年々変化しており、継続的に活動を実施することで色々な事が体

験できると思いますのでしっかり観察していきたいと思います。 
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34. 原田 R・鵜殿ヨシ刈り                              ・平成 23 年 1 月 22 日(土) 
34.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 淀川河川敷の葦刈り及び葦を用いた工作 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー原田レンジャー 

開催日時 平成 23 年 1 月 22 日(土) 9：50～15：30 

参加人数 参加総数 15 名  

 
参加者 13 名

東都島エコクラブ 大人 4 名、子

ども 9 名 

 河川レンジャー 1 名 原田レンジャー 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:50 山崎出張所にて参加者集合 

 10:00 領域図を参考にルート説明、ヨシ原のお話 

  ヨシ刈りの現場に向かう 

 10:15 現場到着 

  原田レンジャーによる葦刈りの注意事項・道具の使い方説明 

  葦刈り開始（グループに分けて点在して作業） 

 11:45 お昼 

 12:30 葦刈りを一時中断・たこあげ開始 

 13:30 工作用に葦を断裁・運搬 

 14:30 参加者児童 1 名が怪我、近隣の病院に搬送（作業一時中断） 

  一部の参加者は現場にて待機 

 15:00 参加者搬送先から現地に戻る 

  現場片付け 

 15:30 閉会の挨拶 

  現地解散 

実施場所  
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34.2 事前活動  

各種資料 
実施計画案の作成 

募集チラシの作成：東都島エコクラブニュース 1 月号 

関係機関からの 

支援内容 

○東都島エコクラブ 

スタッフ協力 

備品の貸与(鎌、軍手) 

安全監視 

○谷岡レンジャー(山崎出張所管内) 

 作業場所の紹介 

 鵜殿関係者への連絡 

○淀川河川事務所 

 山崎出張所駐車場使用許可 

 河川敷進入許可 

○河川レンジャー事務局 

活動援助 

活動内容記録 

河川レンジャーのぼり 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

 実施日・実施内容の検討 

 現地下見 

○参加の案内 

 チラシの配布(配布先…東都島小、中浜小) 

 ホームページ掲載 

○必要物品の準備 

 関係機関、協力者への依頼・調整 

○関係機関との調整 

 スタッフ依頼、調整 

 備品の借用以来 

各種打ち合わせ 

○活動の実施 

開会、閉会の挨拶 

司会進行 

観察の指導・解説 

参加者との交流 

 意見・感想のとりまとめ 

 

 

 

 

 

34.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 鎌を使用して葦刈り作業  葦刈りをしながらの高さ比べ（平均 5m 越え）
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34.4 意見・課題  

参加者からの意見 

・葦の高さが 5M 以上もあってびっくりした。 

・普段高く上げられない凧で遊べて楽しかった。 

・葦等を利用して自然の基地を作れて楽しかった。 

・鵜殿の葦の保全が河川の浄化活動に関係している事がわかった。 

・いつも活動している城北ワンドと淀川でつながっている事にびっくりした。 

今後の課題 

・今回も葦の長さ競う活動と特定の長さで葦切る活動を取り入れてみたところ、

これまでにもまして葦刈りに熱中することになりました。 

子供たちが葦を身近に感じられるよう色々な企画を考えたいと思います。 

○今回の成績 

長記録：535CM(昨年 537CM) 

特定の長さ(300CM）のピタリ賞：305.5CM 

・今回残念ながらけが人が発生してしまい救急車の出動を要請しました。幸いに

も軽症でその後の経過も良好でしたが、救急道具の重要性ならびに緊急事態に

対応できるよう活動場所近辺までの車両の手配の重要性を再認識いたしました。

安全には留意しているつもりですが子供さん参加の活動という事で監視スタッ

フの増員等検討していきたいと思います。 

・「葦を用いた工作」は 3/13(日)都島区民会館で都島区生涯学習発表会にて実施

予定。 
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35. 三輪 R・川沿い歴史散歩                          ・平成 22 年 5 月 28 日(金) 
35.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 川沿い歩き・歴史散歩 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー三輪レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 28 日（金）13：00～16：30 

参加人数 参加総数 20 名  

 一般参加者 16 名  

 河川レンジャー 1 名  

 スタッフ 2 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 三輪氏 (河川レンジャー） 

スケジュール 12:53 阪神福駅ホーム集合 

 13:10 開会のあいさつ 

 13:30 福町大塚切れ洪水碑にて集合写真 

 13:33 伝法大橋陸閘にてレンジャーの説明 

 13:52 福町住吉神社見学 

 14:04 昭和の古い家並みの観察 

 14:11 大野川緑陰道路の成り立ち説明 

 14:30 西島水門の高潮防御機能の説明 

 14:29 高潮を防ぐ西島水門 

 14:51 矢倉海岸に到着 

 15:26 矢倉海岸を背景に集合写真 

 16:20 閉会のあいさつ 

実施場所 
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35.2 事前活動  

各種資料  

本日の行程地図（全体）  

拡大地図 

古地図 

立ち寄り箇所のミニガイド 

周辺ガイド 

6 月子供イベントお知らせチラシ 

関係機関からの支援内容 

中央流域センター  広報 

毛馬河川事務所 資料 

レンジャー事務局 記録・写真 ポイントガイド  

堀川生涯学習運営委員会、広報 付き添 安全管理サポート  

  

コース検討候補地を歩く。 

前回の川沿いあるきの続きのコース淀川大橋から  検討 

 矢倉海岸を含めるコース 淀川河口大阪湾を眺める  検討 

レンジャーの活動内容 
広範囲の資料収集、地図、古地図 川跡が推測できるものを探す。 

データ収集の下見、旧漁村、 住吉神社  福村 大野村等の歴史資料収集

  

コース設定時間配分の下見 

資料作成 地図ほか 

広報 

スタッフ打ち合わせ、危険個所チェック 交通量 人数確認役割確認  

 

 

35.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:29 高潮を防ぐ西島水門  14:51 矢倉海岸に到着 

 

 

35.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

 

矢倉海岸、大野川緑道など初めてのところばかりだった。 

広々してきもちのよいところだった。 

家族に話したら、早速息子が、地図資料をもって、訪れた。  

寂れた漁村が物悲しい。 

住吉さんがたくさんあることから、漁業が盛んだった村がしのばれる。 

海岸のお花畑に鳥がすぐ近くまで来て、びっくりした。  

ちょっと歩く距離が長かった。 後つかれた。 

  

今後の課題 

  

集合時、阪神福駅を福島駅と間違えた人がいて、定刻に出発したため、携帯で連絡を

取りながら、追いついてもらった。見通しのよいところだったので誘導ができたが、

今後の課題にしたい。  
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36. 三輪 R・地域連携                                   ・平成 22 年 6 月 13 日(日  ) 
36.1 実施状況  

＜イベントテーマ：＞第７回  かえっこバザール 

テ ー マ 

レンジャー事業 

おさかなの赤ちゃんを探そう 

・私たちの町を空から見ると。 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー 三輪レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 13 日(日) 13：00～16：00 

参加人数 参加総数 来場者総数 400 名以上

主催者発表 

おさかな赤ちゃん体験ｺｰﾅｰ 11８名 

ﾚﾝｼﾞｬｰパネル展示コーナー約 30 名 

 
来場参加者 

主催者スタッフ 

95 名

10 名

堀川小学校児童及び父兄,先生,近

隣住民 

ほりかわはぐくみネット 

 河川レンジャー ２名 三輪レンジャー・ 

 協力スタッフ 

見学・視察 

20 名

30 名

PTA、女性会 生涯学習ﾙｰﾑ受講者 

大阪市生涯学習協議会、教育委員会

 報道関係者 ３名 ケーブルテレビ、地域新聞 

 運営事務局 １名  

スケジュール 

13:00 

大阪市北区堀川小学校行動での集合 

・ 展示物等の準備 

・ レンジャーパネルｺｰﾅｰ 

・ 「淀川の 100 年 今と昔」 

・ 「私たちの町を空から見ると」 

 14:00 堀川小学校はぐくみネットワークの事務局より開会宣言 

 14:05 尺八演奏の披露  

 14:10 イベント開催（主な展示コーナー） 

 
 

 

 

 

 

     

・ お魚の赤ちゃんを探そうコーナー 

・ 双六コーナー 

・ 雑巾縫い体験コーナー 

・ 飲食サービスコーナー 

・ おもちゃ交換コーナー 

・ 早口言葉挑戦コーナー 

・ おもちゃオークション 

 15:30 おもちゃオークション開始 

 16:00 閉会 

  片づけ 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (場所)大阪市立堀川小学校 講堂 

 
 

堀川小学校 



 

 

77 

 

36.2 事前活動  

各種資料  「かえっこバザール」告知パンフ 

  

 淀川資料館  （淀川 100 年のパネル借用） 

 毛馬出張所   （パネルの運搬 搬入、撤収 

        レンジャー旗、航空写真データ 

        配布パンフレットの増刷） 

 中央流域センター（資料の相談 広報） 

関係機関からの支援内容 

 レンジャー事務局（設営サポート・記録・写真） 

 堀川小学校（パネルの保管） 

 環境学習講座（体験ｺｰﾅｰ） 

 歴史散歩の会（体験ｺｰﾅｰ） 

 

 朗読講座（体験ｺｰﾅｰ） 

 尺八の広場（演奏・体験ｺｰﾅｰ） 

 生涯学習推進連絡会 （連絡調整） 

レンジャーの活動内容  

はぐくみスタッフとの打ち合わせ 

体験コーナーの企画 

各講座と打ち合わせ 

すご六 川と橋について、 

体験ｺｰﾅｰ材料の買い出し準備 

タイトルパネルの作成 

パウチの依頼 

おさかなｺｰﾅｰのスタッフ学習会 

各コーナーサポートの依頼 

広報 

視察・見学者対応 

 

36.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 三輪レンジャーによるパネル説明  魚の赤ちゃん観察 標本にするものを選ぶ

36.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 
  

 

おさかなの赤ちゃん：面白い、大人も夢中になる 

淀川パネル：巨椋池の地図はじめてみた 

思ったより淀川が大きい 

河川レンジャーについてあまり知らなかった。 

歴史双六：大阪のことなのに知ってるようで、知らないことが多い 

時間が短い 

  

  

今後の課題 

  

  

今回、初めて、レンジャーコーナーを出しました。 

体験コーナーがとてもにぎわい人手不足であったのと、教育委員会からの視察で、地

域活動の役員さんから、地域活動に関する質問が多く、対応におわれたため、展示コ

ーナーでの解説が十分できなかった。 

タイトル展示など準備が間に合わないものもあった。 
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37. 三輪 R・防潮扉の学習会                          ・平成 22 年 9 月 24 日(金) 
37.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 防潮扉の学習会 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー三輪レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 24 日(金)10：00～12：00 

参加人数 参加総数 20 名  

  一般参加者途中退出者も含む 

施設スタッフ 

15 名

2 名 会議室でのレクチャー・館内案内 

 河川レンジャー 1 名  

 スタッフ 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール   9:50 集合、受付 

 10:00 津波高潮ステーション到着 

 10:10 河川法の治水と全国の川辺利用レクチャー 

 10:30 

11:00 

11:15 

DVD、過去の台風被害、と地震想定被害予測 

中之島水辺都市計画の説明 

館内説明０㍍地域の浸水、過去の台風映像 

 11:30 地震・津波の画像体験 

 11:40 防潮扉の説明 

 11:41 大阪湾航空写真の上で避難所他の説明 

 11:46 プレート型地震の説明用模型 

 11:58 会議室まとめと淀川に係わる催事の案内 

 12:02 配布資料の確認 

 12:09 緊急時の心構えについて説明 

 12:10 集合写真 

実施場所 

大阪府津波・高潮ステ

ーション 
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37.2 事前活動  

各種資料 

「ビユーおおさか」 

水の都・八百八橋マップ 

河川レンジャーNews 

関係機関からの支援内容 
レンジャー旗借り受け   毛馬出張所 

記録・写真        レンジャー事務局 

  
学習会場の確保、施設利用日の調整 

講師依頼  

レンジャーの活動内容 参考資料 （川と橋）収集スタッフに依頼  

 
案内の作成 

広報 打ち合わせ 

 

37.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 11:30 過去の台風・地震の被害  12:09 緊急時の心構えについて説明 

 

37.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 
  

近くの方もこの施設について知らなかった。 

体感映像は迫力があった。 

ニュースだけでは実感として捉えにくいが、見聞きして説明を受けるとわかりやすい。

資料などを見に、ゆっくり再度来館したい。  

   

今後の課題 

  

今回は、施設の展示内容などを見学し、参加者に基礎的な学習をしていただきました。

より、くわしい防潮扉の学習会や、土嚢作りなど、今後企画したいと思います。 

ハザードマップなど、まだまだ、広報が行き届いていないようにおもいました。 

当施設について、参加対象を広げ、再度防災の学習に利用したい 
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38. 三輪 R・伝法周辺川沿い歩き                     ・平成 22 年 11 月 26 日(土) 
38.1 実施状況  

＜テーマ：＞歴史散歩 2010 

テ ー マ 川沿い歩き 

担  当 福島出張所管内 河川レンジャー  三輪レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 26 日(日)13：00～15:30 

参加人数 参加総数 14 名  

 一般参加者 12 名 大人 12 名 

 河川レンジャー 1 名 三輪レンジャー 

 スタッフ 2 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 阪神難波線伝法駅集合・三輪レンジャーコース説明 

 13:02 出発 

 13:06 澪つくし住吉神社見学 

 13:20 鴻池本店メモリアル見学 

 13:30 鴉鳥神社見学 

 13:57 トイレ休憩（伝法公園） 

 14:15 西念寺見学 

 14:23 庚申堂見学 

 14:25 淀川左岸堤防に上がる 

 14:00 酉島水門見学 

 15:10 伝法川跡解散(阪神伝法駅) 

実施場所  

      場所：阪神なんば線伝法駅付近 

 
 

 

38.2 事前活動  
各種資料 此花区地図 伝法駅界隈拡大、。 

関係機関からの 

支援内容 

生涯学習推進員 広報サポート、 

当日サポートスタッフ。 

レンジャーの活動内容 

実施コースの検討。 

候補 3 コース各下見。 

見学場所の参考資料収集。 

歴博淀川展資料収集。 

直前下見 タイムキーピング 安全確認 

鴉鳥神社 

澪つくし住吉神社

鴻池本社メモリア
西念寺

酉島水門 

淀川
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38.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 ・大阪市章発祥の地  ・澪つくし住吉神社見学 

 

 

 

38.4 意見・課題  

参加者からの意見 

・60 年以上大阪に住んでいるが、初めての場所ばかり。 

・こんなに歴史がある所なのに、知られていない。 

・伝法川跡公園の残念石に、戦国時代を感じた。 

今後の課題 

 左岸此花区は初めての企画でしたが、、まだまだ川の歴史を感じられる

場所があり、再企画の要望もありますので、今後もう少し調査して、企画

を考えたい。 

 淀川河口付近の支流は、複雑に変化し痕跡が少ないですが、大阪の歴史

と大きくかかわり興味深い。 

 今後、もう少しエリアを広げ、淀川の違った面を見ていきたい 
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39. 山本 R・毛馬ウォーキング                       ・平成 22 年 7 月 17 日(土) 
39.1 実施状況  

＜テーマ：＞淀川毛馬地区ウォーキング 

テ ー マ 毛馬閘門周辺地区めぐり 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー 山本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 17 日(土)  

参加人数 参加総数 12 名  

 応募参加者 8 名  

 河川レンジャー 2 名 山本、池宮レンジャー 

 協力スタッフ 1 名 水道記念館職員高田氏 

 出張所 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 毛馬橋公園集合 

 13:04 山本レンジャー挨拶・ウォーキングの概略説明 

 13:14 出発 

 13:30 蕪村の碑前での説明 

 
 

沖野忠雄銅像見学 

旧毛馬閘門見学 

淀川大堰見学他 

 14:25 長柄橋で解散 

   

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （場所）淀川毛馬閘門周辺 

 

 

 

39.2 事前活動  

各種資料 「淀川ウオーキング」当日資料・マップ 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

毛馬閘門周辺地区めぐり 

(1)参加者に資料配付 

(2)ウオーキングの実施 

(3)参加者にアンケート用紙配布・回収 

毛 馬 閘 門 

（毛馬出張所） 

淀川大堰 

大川

新淀川 
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39.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 毛馬閘門の機能説明（高田氏）  沖野忠雄銅像の見学 

 

 

 

39.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

(アンケート中間集計) 

何に興味がありましたか(複数回答：人) 

旧毛馬閘門、旧毛馬洗堰などの毛馬河畔広場(12)、与謝蕪村関係(9)、毛馬の現状施設

(8)、日蘭交流広場(7)、長柄橋など(6) 

  

  

今後の課題 

  

・教科の題材で上下水道がでてくるのは 4年である。小学校 4年を対象として、親子

連れで外(レンジャー活動)に参加してもらうことをレンジャーとして働きかけしてい

るが、いまのところ学校側の同意が得られていない。 

・参加者が少ないため、NPO などへの働きかけを行いたい。 

・ 終とりまとめの段階で課題をとりまとめる。 
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40. 山本 R・淀川開削 100 周年ウオーク          ・平成 22 年 8 月 21 日(土) 
40.1 実施状況  

＜テーマ：淀川開削１００周年＞ 

テ ー マ 淀川ウォーキング 毛馬地区めぐりを楽しみましょう 

担  当 毛馬出張所管内 山本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 21 日（土） 13:00～15:00 

参加人数 参加総数 6 名  

 参加者 3 名  

 河川レンジャー 2 名 （山本レンジャー、池宮レンジャー） 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00  集合（淀川神社横 公園広場：市バス「毛馬橋」前） 

 

 

 開会 

 ・レンジャー挨拶 

 ・主旨、行程説明 

 

13:10 

開始 

・蕪村公園（毛馬で生まれた与謝野蕪村の句碑） 

・毛馬閘門 

・沖野忠雄胸像 

・旧毛馬閘門 

・毛馬日蘭交流広場 

・長柄橋南詰 

 15:00 解散 

実施場所 
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40.2 事前活動  
各種資料 ○当日の配付資料とアンケート 

関係機関からの支援内容 特になし 

毛馬閘門周辺地区めぐり 

(1)参加者に資料配付 

(2)ウオーキングの実施 
レンジャーの活動内容 

(3)参加者にアンケート用紙配布・回収 

 

 

40.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 毛馬閘門（大川側から）  毛馬の残念石 

 

 

40.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

(アンケート中間集計) 

何に興味がありましたか(複数回答：人) 

旧毛馬閘門、旧毛馬洗堰などの毛馬河畔広場(4)、与謝蕪村関係(4)、毛馬の現状施設

(3)、長柄橋など(1) 

  

  

今後の課題 

  

・教科の題材で上下水道がでてくるのは 4年である。小学校 4年を対象として、親子

連れで外(レンジャー活動)に参加してもらうことをレンジャーとして働きかけしてい

るが、いまのところ学校側の同意が得られていない。 

・参加者が少ないため、NPO などへの働きかけを行いたい。 

・ 終とりまとめの段階で課題をとりまとめる。 
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41. 山本 R・大川上流めぐり                          ・平成 22 年 9 月 18 日(土) 
41.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 大川ウオーキング・大川上流めぐりを楽しみましょう 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー山本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 18 日(土)13：00～16:00 

参加人数 参加総数 8 名  

 一般参加者 6 名  

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 山本 善稔氏 (河川レンジャー） 

スケジュール 12:35 毛馬公園集合 

 13:05 レンジャー開会のあいさつとコースの説明 

 13:19 毛馬橋に向けてウオーキングの開始 

 13:21 毛馬橋下で大川の説明 

 13:30 城北運河の由来説明 

 14:07 大阪市上水道発祥の記念碑 

 14:10 参加者と質疑応答 

 14:50 上水道ができるまでの上水の取水地点・青湾(せいわん)の碑 

 15:00 桜宮神社到着 

 15:11 明治 18 年わざと切れ顕彰碑記念写真 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

 

41.2 事前活動  

各種資料 ○当日の配付資料とアンケート 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 

大川上流めぐり 

(1)参加者に資料配付 

(2)ウオーキングの実施 

(3)参加者にアンケート用紙配布・回収 
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41.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:07 大阪市上水道発祥の記念碑  14:10 参加者と質疑応答 

 

41.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 
  

 (アンケート中間集計) 

何に興味がありましたか(複数回答：人) 

桜宮神社(6)、青湾(4)、水道発祥の地(4)、与謝蕪村関係(3)、源八橋(3) 

  

今後の課題 

  

・教科の題材で上下水道がでてくるのは 4年である。小学校 4年を対象として、親子

連れで外(レンジャー活動)に参加してもらうことをレンジャーとして働きかけしてい

るが、いまのところ学校側の同意が得られていない。 

・参加者が少ないため、NPO などへの働きかけを行いたい。 

・ 終とりまとめの段階で課題をとりまとめる。  
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42. 山本 R・大川ウオーク                              ・平成 22 年 10 月 16 日(土) 
42.1 実施状況  

＜テーマ：＞大川ウォーキング 

テ ー マ 大川上流巡りを楽しみましょう 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー 山本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 16 日(土)  

参加人数 参加総数 5 名  

 応募参加者 2 名  

 河川レンジャー 2 名 山本・池宮レンジャー 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 淀川神社横公園広場集合 

 13:04 芭蕉句碑公園にて山本レンジャー挨拶（大川の説明） 

 13:15 出発 

 14:40 源八橋貯木場 

 14:50 青湾記念碑 

 15:00 桜宮神社見学 

 15:15 解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大川毛馬橋＝桜宮神社 

 

 

 

 

 

 

42.2 事前活動  

各種資料  活動スケジュールとコース紹介 

関係機関からの支援内容 特になし 

レンジャーの活動内容 スケジュールの通り  

集合場所

芭蕉句碑公園 源八橋貯木場跡

青湾記念碑 

桜宮神社
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42.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 大川左岸遊歩道を下流に向けて散策  源八橋貯木場（１） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 源八橋貯木場（１）  
清湾（秀吉が茶の水を汲んだ場所）の記念

碑 

 

42.4 意見・課題  

参加者からの意見 特になし 

今後の課題 特になし 
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43. 山本 R・大川上流ウオーク                       ・平成 22 年 11 月 20 日(土) 
43.1 実施状況  

＜テーマ：＞大川ウォーキング 

テ ー マ 大川上流巡りを楽しみましょう 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー  山本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 20 日(土) 13：00～15：10 

参加人数 参加総数 10 名  

 一般参加者 8 名 大人８名、子ども０名 

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 山本氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 13:00 毛馬橋集合（淀川神社前） 

 13:04 芭蕉公園にて山本レンジャールート説明 

 13:10 芭蕉句碑公園見学 

 13:25 毛馬水管橋での上水道の給水説明 

 13:35 城北運河見学 

 14:18 旧貯木場（源八橋）見学 

 14:35 桜宮神社見学 

 14:45 青湾碑見学 

 15:10 造幣局博物館見学・解散 

実施場所           大川筋散策コース（左岸側）    

 

 
 

 

 

 

43.2 事前活動  
各種資料 ○当日の配付資料とアンケート 

関係機関からの 

支援内容 

NPO 法人などに参加を広報してもらったこともあって、広い地域からの参

加があった。 

レンジャーの活動内容 

同じテーマ（コース）を 3 回設定したため、参加者を集めることに主点を

置いた。参加予定はいただいたが、前日都合の悪い人が 3 人もあったので、

当日、確実に参加いただけるようにしたい。 

源八橋旧貯木場 

芭蕉句碑公園 

集 合 場 所
（淀川神社前） 

桜宮神社

大阪造幣局

青湾記念碑

大川
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43.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 芭蕉句碑見学  桜宮神社見学・ 

 

 

43.4 意見・課題  

参加者からの意見 

説明がわかりやすく、川にまつわるいろいろな話が聞けたのでよかった。

昔、堤防のわざと切りは、驚き、川付近の歴史を感じた。 

散歩で川べりを歩くことがあるが、知ることで付近への関心が高まった。

今後の課題 

同じコースで設定したので、（2 コース×3 回）来年は、2 回ずつでコース

設定を組みたい。また、水関係以外の施設等でもコースで立ち寄る際は、

専門の説明を協力してもらいたいと考えている。 
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44. 崎谷 R・東淀川区民文化講座                     ・平成 22 年 7 月 1 日(木) 
44.1 実施状況  

＜テーマ：＞平成 22 年度第 1 回東淀川区民文化講座 

テ ー マ 意外と知らない淀川の話-第 1 回東淀川区民文化講座 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー 崎谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 1 日(木)  18：30～ 19：00 

参加人数 参加総数 218 名  

 応募参加者 208 名  

 河川レンジャー 2 名 崎谷・池宮レンジャー 

 協力スタッフ 6 名 東淀川区役所生涯学習 

 毛馬出張所 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 18:30 準備/スタッフ集合 

 17:00 司会挨拶 

 17:03 社会事業推進部金田部会長挨拶  

 17:10 東淀川区長の久保田氏の挨拶 

 17:15 崎谷レンジャー挨拶・及び講演 

 18：40 講演終了 

 19:00 後片づけ・解散 

   

《河川レンジャー活動

パネル展示》 
 

6 月 17 日（木）～7 月 7 日（水） 

東淀川区役所 1 階 区民コミュニティースペース 

  （期間中閲覧者総数：450 名程度） 

   

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

東淀川区役所 3 階

  区民ホール 

新淀川 
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44.2 事前活動  

各種資料 
東淀川区役所各種講座パンフ 

河川レンジャーNews 

関係機関からの支援内容 

 ○東淀川区役所 

  広報協力 

 ○淀川河川事務所 

  必要物品の貸与 

  必要資料の提供 

レンジャーの活動内容 

 ○実施計画の立案 

  実施日・実施内容の検討・チラシ内容の確認 

 ○参加の案内  

  チラシの配布  

  ホームページ（東淀川区役所 及び河川レンジャー）の掲載 

 ○必要物品の準備 

  レンジャー事務局、管内出張所への依頼  

  ホームページ（東淀川区役所 及び河川レンジャー）の掲載 

 ○関係機関との調整 

  広報パネル展示物借用の依頼  

  各種打合せ 

 ○活動の実施 

  パネル展示の設営・撤収  

  講演会の実施、講師として登壇 

  参加者との交流 

  感想のとりまとめ（この催しは区の 6回シリーズの一環事業で、 

   終回に参加者の感想意見を集約して公開する。） 

 

44.3 活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 ・崎谷久義レンジャーの挨拶及び講演  ・熱心に聞き入る参加者 

 

44.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 
  

  

○今年 30 周年目を迎えた区民講演会で、淀川をテーマの話は始めてであった。身

近な川でありながら此れまであまり関心を抱くことのなかった環境を知ることが

出来、今後は興味深く気に掛けていきたいとの感想が大勢であった。 

○淀川を水道の給水源としている市の実態を今更ながら気づき、水環境の問題に

深く感じ入ったとの言葉がたくさんの方達から聞こえた。 

  

今後の課題 

  

○今回は区民へのアプローチが初めてだったので、講演内容が淀川全般の総括的

な話になった。次年度以降も継続的にいろいろな機会をつくり、河川の自然環境

や防災などテーマを設定した話や実際に川に行っての活動を通して、川をもっと

身近に親しんでもらえる企画を提供していきたいと思います。 
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45. 﨑谷 R・淀川の楽しみ方パネル展              ・平成 22 年 9 月 1 日(火)～ 
45.1 実施状況  

＜テーマ： 淀川の楽しみ方（大阪市立住まい情報センターとのタイアップ活動）＞ 

テ ー マ パネル展「淀川の楽しみ方」 

担  当 毛馬出張所管内 﨑谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 1 日（水）10:00～18:00 

参加人数 参加総数 256 名  

 参加者 250 名  

 河川レンジャー 1 名 﨑谷Ｒ 

 
協力スタッフ 5 名

おお川水辺ｸﾗﾌﾞ（新里、原田）    

住まい（井戸、川幡、本藤） 

 淀川河川事務所  

 運営事務局  

スケジュール  11:00 必要物品引き取り（毛馬出張所） 

8/30 設営 14:00 集合（大阪市立住まい情報センター4 階  展示ブース）・準備 

 14:30 「パネル展示」 額装・会場設営 

 17:00 住まい（期間管理委託 会期＝9 月 1 日～30 日） 

    

9/30 撤去 15:00 「パネル展示」 催し状況確認・催事終了立会い 

 16:30 会場展示物撤去 引取り 

 17:00 展示物品返却（毛馬出張所） 

実施場所 
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45.2 事前活動  
各種資料 ・パネル展示資料（河川ﾚﾝｼﾞｬｰ活動、淀川の自然や史跡案内などの資料 他） 

 展示パネル資料写真参照 

関係機関からの支援内容 ○ 住まい情報センター 

スタッフ協力 

   広報活動 

   広報コーナー会場設営 パネル展示補助 

 ○ おお川水辺クラブ 

   パネル展示協力 

 ○ 淀川河川事務所 

   必要物品（幟、河川ﾚﾝｼﾞｬｰＮｅｗｓ、河川ﾚﾝｼﾞｬｰ活動広報パネル・パ 

   パンフレット） 

レンジャー活動の内容  ○ 実施計画の立案 

   協働事業企画案の申請   

 ○ 展示案内 

   大阪市ホームページ・河川ﾚﾝｼﾞｬｰホームページでの開示 

   チラシの配布（配布先----大阪市内区役所・市立文化施設） 

 ○ 必要物品の準備 

   協働事業者・関係機関への依頼・展示パネル・の収集 

 ○ 関係機関との調整 

   スタッフ依頼、調整 

   備品の借用依頼 

   各種打合せ 

 ○ 活動の実施 

   会場設営・撤去 

   アンケートのとりまとめ 

 

 

45.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 
・今回の連続講座に関連して、9/1-30 の１ヶ月の期間、

住まい情報センター４階にてパネル展示を実施。 
 ・全景 

 

45.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

○ こんな活動があったとは知らなかった、おもしろい。 

○ 歴史的な河川の移り変わりなどの資料展示がしてほしい。 

○ 淀川の水質保全について知りたい。 

○ 川辺の生物について知りたい。 

○ テーマに少々疑問あり。 

 

今後の課題 

 

○ パネル展のタイトルが「淀川の楽しみ方」となっていたが、展示できた内容は河

川レンジャー活動の紹介が主となってしまいました。もっと、川の自然や川に生

きる生物や植物、また関連史跡紹介などが提供できたらよかったと反省です。 

○ 会期が１ヶ月間という期間に耐えうる内容も必要だと感じました。 
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46. 崎谷 R・安全確認実践研修                       ・平成 22 年 9 月 11 日(土) 
46.1 実施状況  

＜テーマ：＞地域住民と大学のスポーツによる交流支援 

テ ー マ 安全確認実践研修会 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー 﨑谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 11 日(土)  

参加人数 参加総数 61 名  

 
参加者 55 名

学生 47，監督 1，OB2，阪大 3，同

志社 1 

 河川レンジャー 1 名 﨑谷レンジャー 

 協力スタッフ 3 名 河川レンジャー（中川ゆ、池宮、三輪）

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:30 準備・スタッフ集合 

 10:00 安全確認ミーティング（神戸大学漕艇部員による） 

 10:15 プログラムに基づき研修会の実施 

  8 人乗り漕艇による沈没実験 

 11:40 4 人乗り漕艇による沈没・横転実験 

 12:15 研修終了 

 
 

〔学生達は、その後も救命具やライフジャケット、笛などの細部

確認実験をつづけた〕 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(場所)大阪市東淀川区 JR 赤川鉄橋右岸側水面 

 

 

神戸大漕艇部合宿場所 

安全確認実践 

研修場所 

淀川 

JR 赤川鉄橋 
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46.2 事前活動  

各種資料  

第 9 回安全確認実践研修会資料 

・沈実験プログラムと作業内容および確認事項 

・前回実験プログラム 

 

 

関係機関からの支援内容 

 

 

○ 神漕会（神戸大学 OB 会） 

実施支援 

○ 東淀川区役所 

地域情報助言 

○ 淀川河川事務所毛馬出張所 

必要物品・資料の提供、幟、河川レンジャーNews、掲示パネル(淀川住

民参加推進プログラム・河川レンジャー活動パネル) 

 
○ 学校側実施計画の確認と打合せ（神漕会副会長 神能氏・神大漕艇部主

務 北尾君） 

 ○ 次年度に計画しようとする、地域との交流活動に向けての意見交換 

レンジャーの活動内容 

○ 関係機関との調整 

掲示パネル作成協力の依頼 

参加強力スタッフ依頼、調整 

   今回の沈実験を見学し、事故回避の学びとする。 

 ○ 学務部、監督、学生および OB との交流 

  

○ 活動の実施 

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ理解を得るためのパネル展示・ﾚﾝｼﾞｬｰ News 配布 

沈実験のシチュエーションを（ﾚﾝｼﾞｬｰに対し）監督より解説受け 

○ 沈実験後の感想や問題点の有無など確認(艇部主務 北尾君 教 

務部 中満氏) 

 

46.3 活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 ・浮き輪の準備風景  ・完全浸水状態 

  

 

 
 

  

  

  

  

  

  

  

 ・漕艇の反転実験  
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46.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 
  

  

 神大漕艇部の過去の人身事故を契機として４年に一度の割合で行っている「沈実験

研修」 ＊不慮の事故は天候や体調および水域環境など様々な要因があるけれど、人

災の面も多分にある。その様な状況に陥った場合の基礎的知識と判断を養う上で 重

要なのは、各員の勝手行動に任せない指揮が必要。あくまでコックスの指示に従い其々

の役割を担うことが肝心。(土田監督) 
 漕艇部員の学生リーダー(主将や主務)は毎年代わる。技術的知識や教訓など大事な

問題は OB がサポートして繋いでいく必要がある。(神能 OB 会副代表) 

 沈没訓練と思いながら参加したが、ボートが横転すると水を飲んでしまったり動顛

することもあって、先に考えていた行動がとれずに自分の事だけ思うようになった。

もっと仲間の動きが冷静に見えるようになりたい。(女子部員) 

 実際に見聞きしなければ、だれでも岸に向って一目散に泳ぎたくなりますね。これ

はぜひ、多くの方に見学してほしいと思います。(三輪レンジャー) 

  

今後の課題 

  

 

ボート競技は、川に於ける健全なスポーツの代表格。若人が懸命に体力を鍛え、艇

を漕ぐ姿が見える川面や堤の風景を眺めることは何と無く癒しの感が得られます。 

 歴史ある神大漕艇部、部員は 80 名に余る人員が合宿生活で暮らしていますが、是ま

で地域との交流はあまり有りません。また、興味を持って視ている人たちはボートの

ルールや知識がありません。メジャーでないスポーツなので子ども時代から競技に親

しむ環境の少ない実情があり、選手層がどうしても薄いことが関係者の悩みと聞きま

す。 

 上記の状態から、地域住民との交流を図りながらボート競技スポーツに興味を持っ

てもらい。地域で共に住む神大のファンを増やし。市民生活と河川環境のコラボレー

ションを成立させる一つの装置として何か催しを計画していきたいと考えています。

 ①ボート部員による、川辺のゴミ拾い活動を提唱。 

 ②ボートのオフシーズンに入る時節に、近隣の子どもたちに上艇させてボート体感

会を行う。(クラブハウスのあるエリヤの特定中学校生徒を対象など---検討) 

 ③これら事業を今後は継続的に行い、参加対象者を広く市民レベルに引上げていく

ことを目標。(大学と区役所および市民の協働) 

 河川レンジャーとして以上の仲立ちになり、推進役を担おうと考えている。 
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47. 﨑谷 R・淀川の楽しみ方講座                     ・平成 22 年 9 月 12 日(日) 
47.1 実施状況  

＜テーマ：連続講座 淀川の楽しみ方（大阪市立住まい情報センターとのタイアップ活動）＞ 

テ ー マ セミナー「癒しの川が心に染みる！ 都会の川を楽しむ方法」 

担  当 毛馬出張所管内 﨑谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 12 日（日）13:00～15:30 

参加人数 参加総数 30 名  

 参加者 22 名 （大人 19 名、小人 3 名） 

 河川レンジャー 2 名 﨑谷ﾚﾝｼﾞｬｰ、池宮ﾚﾝｼﾞ ｬｰ  

 協力スタッフ 4 名 大阪市立住まい情報センター 

 淀川河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00  集合（大阪市立住まい情報センター５階 研修室） 

   ・準備 

 13:30 参加者受付 

 13:55 スタッフによる次回活動案内（9/23 の連続講座２日目）、配付資料確認 

 

14:00 

 開会 

 ・﨑谷レンジャー紹介（スタッフ） 

 ・﨑谷レンジャー挨拶 

 

14:05 

セミナー開始（パワーポイントを使って） 

・淀川の流域     ・淀川の成り立ち 

・治水の歴史     ・利水について 

・河川改修事業の推移 ・持続的社会への再整備 

・「河川レンジャー」の協働的やくわり 

 15:00 休憩 

 

15:10 

質疑応答 

・次回活動案内 

・池宮レンジャー紹介、活動案内 

 15:30 閉会 

実施場所 
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47.2 事前活動  
各種資料 ・配付資料（プログラム、次回活動案内、住まい情報センター関連資料 他） 

関係機関からの支援内容 ○ 住まい情報センター 

  スタッフ協力 広報活動 

○ 淀川河川事務所 

  必要物品（幟、河川ﾚﾝｼﾞｬｰ News、パワーポイント発表資料データ） 

レンジャーの活動内容  ○ 実施計画の立案 協働事業企画案の申請 実施内容の再構築 

実施日・実施内容の確定 

 ○ 参加案内 

   大阪市ホームページ・河川ﾚﾝｼﾞｬｰホームページでの開示 

   チラシの配布（配布先----大阪市内区役所・市立文化施設） 

 ○ 必要物品の準備 

   協働事業者・関係機関への依頼・調整 

 ○ 関係機関との調整 スタッフ依頼、調整 備品の借用依頼 諸打合せ

 ○ 活動の実施 

   開会、閉会の挨拶、司会進行、意見・感想のとりまとめ 

 

47.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 セミナー開始（パワーポイントを使って）  福島管内・池宮レンジャーの話 

 

47.4 意見・課題  

 

参加者からの意見 

  

アンケート用紙からの抜粋 

○ 川の大いなる恵を次世代に安全にひきつげるように、川が身近な存在 

の河川レンジャーに色々教えていただきたい。 

○ 淀川は日本有数の大河川と思われるが、今後、外来種の魚類に他の生物が絶滅さ

せられないか心配。川端沿いにウォーキングしている時に確かに癒される感じで

他に感じられない水との馴染みが深まります。四季を通じて感じています。 

○ 昭和時代の淀川周辺のことも聞かせて頂ければありがたかったです。 

○ 現地に行きたい。季節毎にあれば違うものが見れておもしろいかも。 

○ 川に近づくな教育は、子どもたちに自然との付き合い方が学べない。 

○ 生物の生態系がよく理解できた。川を身近に感じた。 

○ 淀川の自然を守らないといけない。 

○ 体調の許す限り、他の用事がなければ参加したい。 

○ なにわべっこうしじみなど淀川がきれいになってきているころを理論づけたかっ

たので参加した。 

  

今後の課題 

  

○ 住まい情報センターという施設とのタイアップ事業に乗っての企画で、住まいと

川との係わり、生活との距離感などをテーマに考えて取り組む方向性が定まらな

いボヤケテしまった感があった。センターも川という対象は今回が始めての挑戦

でも有って、川全体を表現することにしたのが結果は失敗だった。 来期もまた

挑戦させてもらおうと考えているが、次回はもっとテーマを絞り、たとえば防災

の土のう積みとか--- 具体的に表現していこうと思う。 

○ 受講者が年代や性別、また子ども連れなどバラツキがあり対象が不明確になって

しまったことも反省である。このことでも、テーマを絞る必要が痛感された。 
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48. 崎谷 R・川遊び体験                                 ・平成 22 年 9 月 23 日(木・祝) 
48.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ さあ、川に出かけよう！～淀川周辺の見どころ、川遊び体験～ 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー崎谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 23 日(木・祝)13：00～15：00 

参加人数 参加総数 20 名  

 一般参加者 11 名 （事前申込み者２１名の内 10 名が不参加） 

 河川レンジャー 1 名 﨑谷レンジャー 

 協力講師 1 名 河合講師 

 協力スタッフ 5 名 安全管理誘導協力者・大阪市立住まい情報センター

 淀川河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

協力講師 河合 典彦氏 (大桐中学校教諭、淀川環境委員会水域環境部会長） 

スケジュール 
9:00 

天候不順のため、催し開催の是非検討（河川レンジャー＋住まい＋

協力講師＋毛馬出張所＋水道記念館） 

 
 

＊雨および雷が伴うため、淀川大堰や干潟への出かけは中止し急遽

住まいのホールを活用したセミナーに変更を決定 

 
10:00 

催し変更（川遊び中止→川の自然と生物について講演）を参加申込み

者に通知連絡----２１名 

 12:00 集合場所に、野外活動の中止会場案内ポスター掲示 

 12:00  集合（大阪市立住まい情報センター３階・ホール） 

   ・会場準備、講師とスタッフのミーティング 

 12:30 参加者受付 

 

13:00 

開会 

 ・催し変更案内、配付資料確認（スタッフ） 

 ・﨑谷レンジャー挨拶 

 13:05 セミナー開始（パワーポイントを使って） 

〔﨑谷レンジャー〕 

・川歩きや干潟遊びなど川に親しむ活動は、自然や天候などの河

川状況を理解したうえで楽しむことを話す 

・河合講師の紹介 

 13:30 〔河合典彦 協力講師〕（パワーポイントを使って） 

・淀川河口域の河川環境について講演 

 15:10 淀川に関する催事の案内〔﨑谷レンジャー〕 

 15:15 閉会  後、参加者との意見交換 

 15:30 河川レンジャーパネル展示会場で来場者に説明、アンケートの点検 

実施場所 
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48.2 事前活動  

各種資料  ・配付資料（プログラム、講演レジュメ、水道記念館パンフ 他） 

関係機関からの支援内容 

 ○ 住まい情報センター スタッフ協力 広報活動 

 ○ 河合先生 投網など魚採り用具、干潟観察関連物の提供 

 ○ 水道記念館（雨天の場合の予備対応） 

   セミナー室借受、淡水魚棟案内と飼育の話しなど依頼 

 ○ 淀川河川事務所 

   必要物品（幟、ライフジャケット、メガホン）の貸与 大堰渡橋の申請

レンジャーの活動内容 

 ○ 実施計画の立案 

   協働事業企画案の申請 実施日・実施内容の確定・雨天の対応準備 

 ○ 参加案内 

   大阪市ホームページ・河川ﾚﾝｼﾞｬｰホームページでの開示 

   チラシの配布（配布先----大阪市内区役所・市立文化施設） 

 ○ 必要物品の準備 協働事業者・関係機関・河合先生への依頼・調整 

 ○ 関係機関との調整 スタッフ依頼、調整 備品の借用依頼 諸打合せ

 ○ 活動の実施 開会、閉会の挨拶、催し進行、参加者との交流・感想の

とりまとめ 

 

48.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 13:30 干潟体験の案内  13:35 淀川河口域の河川環境について講義 

 

48.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 ○ 生物の生態系がよく理解できた。 

○ 思った以上の生き物が住んでいることがわかったこと。  

○ 次世代への継承。川辺で我を忘れて熱中する学生達の映像、そんな姿勢 

の河合先生がとても温かいものを感じました。 

   河合先生のお話を伺って子どもの頃を懐かしく思い出してしまいました！ 

○ 次はぜひ川に行きたい。 

○ 資料が視覚的なものでわかりやすかった。  

  

  

今後の課題 

  

  

○ 天候不順で計画のことが出来ず急遽のセミナーになってしまったが、それでも

参加予定者の半数の熱心な受講者が集まりました。前回に引き続くセミナーで

もあり、ほぼ全面的に河合先生に講演いただくことにしました。テーマは、も

ともと干潟観察が予定であったので話しの内容はそれに沿って進めることにし

ました。 先生にはご苦労を掛けてしまいましたが、参加の皆さんは河合先生

の魅力に引かれてほぼご満悦の様子。結果オーライでした。 

 ○ 天候や水辺の状態で、催し開催の是非を判断することは非常に難しく苦しいこ

とでした。今回は雨天メニューも用意して挑んだのですが、それも叶えられず

に第３の道である即席プランを行うことにしました。これは協力講師の力を借

りた訳ですが何時もはそうは行きません。無理せず素直に中止判断も重要でし

ょう。 
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49. 﨑谷 R・淀川に親しむ展示                       ・平成 22 年 10 月 21 日～  
49.1 実施状況  

＜テーマ：連続講座 淀川に親しむ（大阪市立東淀川図書館とのタイアップ活動）＞ 

テ ー マ ケース展示「淀川に親しむ」 

担  当 毛馬出張所管内 﨑谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 21 日（日）～11 月 17 日（水）10:00～19:00〔月曜日は休館〕

参加人数 参加総数 260 名  

 参加者 7 名  

 河川レンジャー 1 名 （﨑谷） 

 
協力レンジャー・スタッフ 4 名

（辻川 R、菊井 R、山村 R） 

（大阪市立東淀川図書館 館長） 

 淀川河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール   

10/21 設営 13:30 

 

 

集合（大阪市立東淀川図書館 多目的室） 

・展示物品搬入 

・ケース展示設営 

 16:00 終了 

11/17 撤収 
17:30 

 

 

集合（大阪市立東淀川図書館 多目的室） 

・展示物引き取り 

・辻川レンジャーに借り受けた展示物返却 

・（菊井 R・山村 R・淀川資料館からの借受け物は、後日に返却） 

 20:30 終了 

実施場所 
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49.2 事前活動  

各種資料 ○活動状況の写真の欄で紹介。 

関係機関からの支援内容 

○東淀川図書館 

 ・スタッフ協力 広報活動 ケース展示補助  

○淀川河川事務所 

・必要物品の貸与（幟、河川レンジャーNews、展示パネル、毛馬管内流域 

航空写真地図、パンフレット、貝合わせ） 

 ・物品運搬  

○辻川レンジャー、菊井レンジャー、山村レンジャー 

 ・各レンジャーの取り組みで作成、また使用している様々な展示物の借用 

レンジャーの活動内容 

○図書館との事前打合せ 

 会場展示ケース貸与の申請、広報の依頼 

 （併催：展示期間中は、図書閲覧室にも淀川に関する図書を集めたコーナ

ーを設ける） 

○実施計画の立案 実施内容の検討 

○必要物品の準備 展示物の収集、借受け展示物の提供依頼と確認選定 

○展示の実施 

○記録のとりまとめ 

 

49.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 
［展示］山村レンジャー協力の「淀川下流域の水

際に生息する草花標本」 
 

［展示］菊井レンジャー協力の「淀川下流の野鳥

カルタ」 

 

49.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 

  

  

○身近にある川で、こんな色々な貝がいることに驚いた。 

○川に行ったらアカンと言われた。でも、行って水の中に入ってみたい。 

○川は怖いから[お母さんが言っている]、いかない！  

○アシとヨシは一緒なの？ どれがヨシで、オギ、ススキとどう違うの？[ヨシ・オギ・

ススキを併せて展示していました]   

○小さい時、お父さんとよくカニ採りに行っていたのでまた行きたい。 

○こんなオモチャおもろう無いわ。 

--- などが、展示説明の中で話された。 

  

今後の課題 

  

○収集展示した貝の一部に、未乾燥の生乾き物があって臭いが発生。今後は十分に心

して用意にあたろうと思う。 

○展示観覧者に説明受け答えした場合、記録や写真をとることの必要性を後日に気付

いた。 
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50. 﨑谷 R・淀川に親しむ親子入門講座           ・平成 22 年 10 月 31 日(日) 

50.1 実施状況  
＜テーマ：連続講座 淀川に親しむ（大阪市立東淀川図書館とのタイアップ活動）＞ 

テ ー マ 淀川親子入門講座「淀川に親しむ」 

担  当 毛馬出張所管内 﨑谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 10 月 31 日（日）9:00～12:00 

参加人数 参加総数 18 名  

 参加者 13 名 （大人 11 名、小人 2 名） 

 河川レンジャー 3 名 （﨑谷 R、池宮實 R、中川ゆ り子 R） 

 協力スタッフ 1 名 （大阪市立東淀川図書館 斉藤館長） 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:00  集合（大阪市立東淀川図書館 多目的室） 

   ・準備 

 9:30 参加者受付 

 10:00 

 

 

 開会 

 ・東淀川図書館 館長挨拶（崎谷 R 紹介、本企画主旨説明） 

 ・﨑谷レンジャー挨拶（本講座の概要説明） 

 10:10 

 

 

 

 

講座開始（パワーポイントを使って） 

・淀川の流域      ・淀川の成り立ち 

・治水の歴史      ・利水について 

・河川改修事業の推移  ・持続的社会への再整備 

・「河川レンジャー」の協働的やくわり 

 11:30 屋上に上がり 淀川大堰、淀川対岸ワンドの様子などを見学解説 

 11:50 館内に戻り、10/21 から実施している[淀川の自然]展示を紹介・解説 

 11:55 質疑応答、まとめ 

 12:00 閉会 

実施場所 
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50.2 事前活動  

各種資料 配付資料（プログラム、次回の活動案内、関連資料 他） 

関係機関からの支援内容 ○東淀川図書館 

・スタッフ協力 

・必要機材の貸与（プロジェクター） 

・広報  

・司会進行などの依頼 

○淀川河川事務所 

・必要物品の貸与（幟、河川レンジャーNews、） 

・必要資料の提供（パワーポイント発表資料データ）  
レンジャーの活動内容  ○実施計画の立案 

 実施日・実施形態、内容の検討 

 ○参加の案内 

 市図書館広報への掲載、ホームページ掲載、チラシ配布依頼 

 河川レンジャーホームページへの掲載、チラシ配布 

 ○関係機関との調整 

 借用備品の依頼、各種打合せ 

 ○活動の実施 

 図書館長と司会進行の手順打合せ 

 会場設営準備 

 講義 

 参加者との交流 

 記録のとりまとめ 

 

 

 

50.3 活動状況  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 
「淀川の成り立ち」「河川レンジャーの役割と

活動紹介」 
 

図書館屋上から淀川景観を見て、河川環境

について説明 

 

50.4 意見・課題  

 

参加者からの意見 

 

○淀川大堰の機能が分かって、川の流れがないことの理由が知れた。（図書館長） 

○住居地域から川へのアクセスが悪いことが、淀川を遠のかせている原因。水道記念

館に行く場合も道の事情が悪くて危ない、なんとか成らないか。（区民の、子ども連

れ男性） 

○淀川からの給水で、たくさんの流域の人々（淡路島までも）を潤していることに気が付

いた。大阪市は５回もの給排を繰り返した水で水道水を創っていることにも驚いた。（中年

女性から聞かれた声） 

○宇治川河川敷にツバメのねぐら入りを見に行きたい。是非、豊里葦原につばめが帰っ

て来てほしいと、今日の話を聞いて思った。（複数の、参加者からの声） 

○汚いゴミが一杯の川を、きれいにしたい！（ゴミ回収を活動的に実践している人） 

 今後の課題 ○参加者の人数が少ないことの対策を、工夫する必要を思った。 
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51. 崎谷 R・柴島干潟探検           ・平成 22 年 11 月 7 日(日) 

51.1 実施状況  
＜テーマ：＞淀川親子入門講座（東淀川図書館とのタイアップ企画） 

テ ー マ ﾌｲｰﾙﾄﾞﾜｰｸ『柴島干潟探検隊!』 

担  当 毛馬出張所管内 河川レンジャー崎谷レンジャー 

開催日時 平成 22 年 11 月 7 日(日)12：00～16:10 

参加人数 参加総数 21 名  

 一般参加者 16 名 大人 13 名、子ども 3 名 

 河川レンジャー 1 名 崎谷レンジャー 

 講師 1 名  

 スタッフ 3 名 （おお川水辺ｸﾗﾌﾞ 1 名､ 東淀川図書館 2 名） 

 運営事務局 1 名  

河合典彦氏 (大阪市立大桐中学校教諭) 講  師 
横山達也氏 (大阪市立水道記念館管理課長) 

スケジュール 12:00 東淀川図書館集合 

 12:30 出発 

 12:45 赤川鉄橋で河合講師と合流 

 12:50 河合講師の紹介・崎谷レンジャー挨拶 

 13:10 河合講師による淀川のワンドたまりの由来の説明 

 13:20 ヨシ・オギの説明とカヤネズミの巣の観察 

 13:27 柴島浄水場取水口の説明 

 13:50 毛馬閘門・淀川大堰・魚道の説明 

 14:15 柴島干潟での河合講師による説明 

 
14:40 

河合講師による投網の実演（捕獲魚）セスジボラ・マハゼ・クロ

ベンケイガニ 

 15:30 水道記念館・淡水魚飼育研究棟の見学 

 
15:50 

16:10 

横山課長より説明 

横山課長の説明の後河合講師の挨拶及び東淀川図書館館長の挨拶

崎谷レンジャーの終了の挨拶 

 

実施場所    場所：淀川右岸赤川鉄橋下流域 

 
 

 

 

ＪＲ赤川鉄橋

水道記念館 
観察範囲 

淀川 

淀川大堰 

柴島干潟 
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51.2 事前活動  
各種資料 配布資料（案内チラシ､活動レジュメ､河川ﾚﾝｼﾞｬｰ News､水道記念館資料 他） 

関係機関からの 

支援内容 

○河合典彦先生（大阪市立大桐中学校教諭） 

・淀川の自然案内解説 

・投網、川辺観察用資材の貸与 投網の実演 

○大阪市立水道記念館 

・淡水魚飼育棟案内解説 

・会議室の貸与 

○東淀川図書館 

・安全管理スタッフ協力 

・参加人の傷害保険加入 

・広報  

○淀川河川事務所 

・必要物品の貸与（幟、河川レンジャーNews、） 

レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

・実施日、実施内容の検討 

○広報活動 

・参加案内の作成 

・関係機関へのチラシ配布 

○必要物品の準備 

・関係機関への貸与依頼 

・配布資料の作成 

○関係機関との調整 

・事前打合せ 

○活動の実施 

・下見 

・開会閉会の挨拶、司会進行、説明 

・参加者との交流 

 

51.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 水辺での生物の生息状態の説明  
水道記念館淡水魚飼育研究棟で横山課長に 

よる魚の飼育状況等の説明 

51.4 意見・課題  

参加者からの意見 

○ 水辺の浮遊ゴミがとても多いことが気になった。 

○ 子どもたちが安心して楽しめる場がもっと有れば嬉しい。 

○ カヤネズミの存在を始めて知った。身近に巣が見れたことも感動した。 

○ 干潟の魚も観察できたが、河川敷に沢山いた昆虫にも気をとられて、楽しく

遊べた。（川の魚はこれまで経験が無かったので、子どもの関心度が低かった。）

○ 魚道のことに興味がわいた。此れからは注意して観察していきたいと思った。

○ 川原へのアクセスがとても悪いことが改善出来れば良いなと思った。 

○ 今度のような催しが有ると是非参加したいと思う。広報を工夫してほしい。

今後の課題 

○ 淀川の汽水域・干潟での催しは潮目の状態が肝心なので、今回のようなシー

ズンは旨い時間設定がしにくかった。 とかく夏場に事業計画が集中してし

まうのも良くないし----  この辺りが苦心のところです。 
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52. 酒井・辻川・上田 R・河川行政研修会         ・平成 22 年 7 月 12 日(月) 
52.1 実施状況  

テ ー マ 河川レンジャー研修：河川行政研修会 

担  当 三出張所管内 河川レンジャー酒井・辻川・上田レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 12 日（月）9：00～17：00 

参加人数 参加総数 26 名  

 

河川レンジャー 18 名

辻川、池宮、三輪、崎谷、上田、立

川、荘司、瀬野、山口、中島、酒井、

中川ゆ、谷岡、坂本、中村、田子、

仁枝、山村各レンジャー 

 講師 1 名 成宮調査課長 

 河川事務所 1 名 岡田係長 

 
運営事務局 6 名

西野、早瀬、松岡、橋詰、篠平、田

井中 

講  師 成宮氏 (淀川河川事務所調査課） 

スケジュール 9:06 酒井 R のあいさつ 

 9:06 会場全景と出席者のようす 

 9:09 上田講座研修実行委員長のあいさつ 

 9:11 講師成宮課長の紹介 

 13:12 バスで移動開始 

 13:40 牧野わんどでの説明のようす 

 13:41 参加者集合写真 

 14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の設置について 

 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について 

 14:39 三島江切り下げ区域の全景 

 14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応答 

 15:23 上田 R・立川 R：点野わんどでの活動について 

 15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除去について 

 16:13 成宮課長：赤川わんどの変遷について 

 16:41 毛馬出張所での休憩 

 
17:00 

辻川 R：西中島での野犬対策水路について話の後、閉会のあいさ

つ 

実施場所 

 

中央流域 C 会議室～淀川現地： 

牧野水制工～芥川魚道改良～点野～庭窪～赤川地区ワンド整備～淀川大

堰～西中島～阪急十三駅 

 

52.2 事前活動  

各種資料 

当日スケジュール、現地調査資料 

淀川水系河川整備基本方針 

淀川河川事務所各種パンフ 

ねや川水辺クラブからの告知 

「木津川で魚をとろう」告知 

「おいでよ！夏休み洪水体験」告知 

「残したい草花たち」告知 

「里山の風にふれませんか」パンフ 

淀川かわあるき 

関係機関からの支援内容 講師：淀川河川事務所調査課成宮課長  

レンジャーの活動内容 スケジュール記載通り 
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52.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
13:40 成宮課長：牧野わんどでの説明

のようす 
 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:39 三島江切り下げ区域の全景  
14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応

答 

 

52.4 意見・課題  

参加者からの意見 

  

淀川水系河川整備計画の説明を受け，淀川における河川環境，治水・防災，利水，

利用，維持管理の，現状及び問題・課題並びに対応策について，レンジャーと講師の

間で意見交換が行われました。 

特に治水・防災上の課題，人と川のつながり，水辺や河原の再生について意見があ

りました。 

 今後の課題 

１． 今回の研修では河川整備計画の全体を把握する目的で実施したが，個別のテーマ

について今後実施するかどうか。 

２．研修の成果を個々のレンジャー活動にどう活かしていくか。 
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53. 仁枝・谷岡・中島 R・外来生物研修会         ・平成 22 年 9 月 7 日(火) 
53.1 実施状況  

＜テーマ：河川レンジャー研修「外来生物研修会」＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修「外来生物研修会」 

全国的に課題となっている外来生物の問題。レンジャーも活動の中ですで

に取り組んでいたり、今後の取組みを検討したりしている。 

・河川事務所の「地域と行政による協働」の取り組み事例から学ぶ、 

（平成 16 年「嵐山地区水草対策研究会」を発足。） 

・レンジャーの取組みを発表、課題や解決方法を紹介、考える。 

担  当 山崎、高槻出張所管内 仁枝・谷岡・中島 レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 7 日(火)8:30～17:00 

参加人数 参加総数 22 名  

 

河川レンジャー 12 名

現地 8 名、池宮、三輪、﨑谷、中川ゆり子、

田子、中島、仁枝、谷岡 

講義 12 名、上記に山本、酒井、山村、福井各

レンジャー 

 講師 1 名 室内講義 

 河川事務所 3 名 芝田監督官、日朝専門員、岡田係長 

 運営事務局 6 名 現地 5 名 

講  師 田村くに江さん 淀川河川事務所 河川環境課 専門職 

スケジュール  

8:30 

活動場所は桂川、嵐山の渡月橋、一の井堰上流。 

左岸の船着場付近に担当レンジャー、河川事務所、事務局集合

 8:50 参加レンジャー集合 

 9:00 道具を車から運搬、準備（胴長、ライフジャッケットを着用）

 9:15 除去作業の説明、体調の確認 

 9:32 除去作業を開始。対象外来水草はオオカナダモ、コカナダモ。

  ・地元の方々や嵯峨中学生と共同で行った。 

  ・作業は、外来の水草を採り、舟へ引き揚げることが主。 

 

 
 

・観察 在来種クロモなどとの違い、繁茂している場所と状況、

    除去前後の環境の変化、魚などの生き物を観察。 

 

 

11:00 

 

除去作業を終了、回収した水草の観察、かたづけ、着替え。 

移動と昼食 

 

 

14:30 

 

室内講義①田村講師 事務所の取組み、外来水草の影響と対策、

    ②レンジャーの取組み事例の紹介 中島、福井ほか。

 

 

 

17:10 

質疑応答、意見を交換 

終了、かたづけ 

実施場所 

 

午前：水草除去は、 

桂川、嵐山、 

渡月橋、一の井堰の 

上流 

 

 

午後の室内講義は、 

上流域流域センター 

2F 会議室 

（伏見出張所構内） 
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53.2 事前活動  

各種資料 

1．田村講師資料 

2．レンジャー発表資料 

3．今後の活動チラシ 

関係機関からの 

支援内容  

淀川河川事務所からの支援 

1．関係団体との調整 

2．用具の貸与、運搬、講師の派遣、会場、資料の提供など 

レンジャーの 

活動内容  

1．レンジャー実行委員会で、研修のテーマ「外来生物」を決定。 

2．担当レンジャーで、企画、準備、運営。 

3．淀川河川事務所河川環境課と打合せ。 

4．用具の用意、貸与を受ける。 

5. 報告の作成 

 

53.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:32 水草の除去、回収  9:36 オオカナダモなどの観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:52 室内講義   16:45 質疑応答 
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53.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
(敬称略)  

  

  

  

  

  

  

・池宮 

 有名な観光地の川に大量の水草が繁茂している事に驚いた。駆除や環境の改

善への取組みの大切さを感じた。改善していくかについては非常に難しい問

題があることも理解できた。総合的な取組みが重要だと感じた。 

・崎谷 

 現場：参加者が多種なことが成果に加え、対外的インパクトも有り 

  非常に意義がある事業だと思う。自身の活動にも役立つ良い機会。 

 講義：田村さんの話は参考になった。自然に人の手を加えすぎることが自然

を変化させてしまうのでは？ 

・酒井 

 ジャンボタニシを食用として再認識できないか。 

 特定外来種がなぜそこに生息することに問題があるか、整理が必要。 

 多種多様な情報が入手できた。 

・田子 

 長い間、桂川の生物を観察していて年々、外来生物が増加しているのを 

感じていました。繁殖力の強い外来種といえども生態系が安定していれば入

り込むことが難しいといわれていますので河川改修においてはその点充分注

意してほしいと思っています。 

・谷岡 

 嵐山で水草を採りながら水の良さ、風景の美しさを堪能しました。 

 他のレンジャーの活動について情報交換ができたことが良かった。 

・中島 

 地元の方とのお話によると、かつては二枚貝もボテジャコもたくさんいたと

のこと、でした。水草を採った後、貝を探してみました。 

講義ではいろいろと示唆を頂き、田村講師、皆さまに学びました。 

・中川ゆり子 

 流れ藻を止める網の藻を採取、今取ったかと思うと流れの中に又、多くの藻

が引っかかっており楽しくもあり忙しい時間であったが、休憩が疲れをとっ

てくれました。講師やレンジャーの取組みに多くを学びました。 

・福井 

 嵐山の取組みを知り地元のジャンボタニシ駆除の取組みにおいても組織を作

っていく必要を実感しました。レンジャー活動で、駆除だけではなく学習、

遊びなど楽しいことも入れて仕切りなおしだとかんがえました。 

 ヌートリア、木津町の鹿川に餌付けをされているそう。留意したい。 

・仁枝 

 机上の知識にだけでなく現地での体験はレンジャー活動にとってとても有益

な研修であった。今後も現地体験型研修をより多く実施してほしい。 

 担当地域でもアレチウリが繁茂、住民とともに活動したいと考える。 

・山本 

 除去した水草の利用方法を考えてはどうか。外来魚、ジャンボタニシを食べ

るなどの活用は？外来種との上手な付き合う方法を考えても良いのでは？ 在

来のめだかもいることを知ったのは良かった。 

・山村 

 講義で外来種問題の概略が理解できた。今後に役立つと思う。 

人が川に近づかないことから始まっていると思う、大いに人を近づかせるこ

と、レンジャーの役割。 

草刈予算の減少は、外来種問題への対策においても認められないと思う。 

  

  

今後の課題 

  

  

・レンジャー研修について 

 活動の課題、問題となっていることを、これからもテーマにしてほしい 

との声が寄せられた。 

・外来生物問題 

 住民とレンジャー、河川管理者で、問題意識をどう共有化し、共に取り組むか。 

 例えば、ヌートリアに餌付けする人もあれば、駆除したい人もいる。  
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54. 河川 R･京都環境フェスティバル               ・平成 22 年 12 月 11･12 日  
54.1 実施状況  

＜テーマ:みんなで守ろう KYO の環境･地球の未来＞ 

テ ー マ 京都環境フェスティバル 2010 

担  当 京都府域・大阪府域河川レンジャー  

開催日時 平成 22 年 12 月 11･12 日(土･日) 9:00～17:00 

参加人数 参加総数(2 日間) 1014 名  

 出展ブース参加者 967 名 1 日目…447 名、2 日目…520 名 

 

河川レンジャー 13 名

辻川、池宮、上田、中川ゆ、坂本、

中村、田子、柳沼、仁枝、山村、福

井、田中(新)、山田(新)各レンジャ

ー 

 協力スタッフ 

淀川河川事務所・出張所 

3 名

20 名

久乗氏ほか 

 

 運営事務局 8 名  

スケジュール 9:00 

 

スタッフ集合(京都パルスプラザ出展ブース内) 

準備作業(伏見の魚展示など) 

 10:00 開会 

  

 

 

 

淀川管内河川レンジャ－紹介パネル・解説 

淀川の 100 年の変遷がわかるパネル展示・解説 

京都府域の淡水魚等の展示・解説 

葦笛、ドングリ、葦ﾀﾍﾟｽﾄﾘ-、クルミのﾌﾞﾛ-ﾁ工作体験等 

 16:00 

 

閉会 

片付け 

 17:00 

 

終了 

スタッフ解散 

実施場所 

京都パルスプラ

ザ 
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54.2 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 伏見の魚展示  レンジャ－による淡水魚の解説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 工作体験コ－ナ－  各レンジャ－も協力頂きました。 
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